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本学の教育の理念は、設置母体である曹洞宗大本山總持寺の発願をより

どころとする、仏教主義による禅的行持の実践を目指す教育にある。

建学の理念を表す標語として「大覚円成（だいがくえんじょう）」「報恩

行持（ほうおんぎょうじ）」の二句八字が用いられている。これは初代学

長中根環堂先生が總持寺御開山で学祖と仰ぐ瑩山禅師の御垂示（教え）か

ら選ばれた句で、曹洞宗の実践目標である「さとりの完成」と「利他行の

実践」を示しており、これを教育目標に置き換えれば、仏の教えに基づく

人格の完成と社会への恩返しという奉仕活動のことである。さらに、本学

では、この標語を「感謝を忘れず　真人
ひ と

となる」「感謝のこころ　育んで

いのち輝く　人となる」と、現代語に分かりやすく言い換えて、学生の皆

さんに提示をしている。

本学においては、以上の教育の理念、建学の精神を学生の皆さんにも理

解してもらうため入学式や卒業式をはじめとして、新入生一泊参禅会、精

霊祭、御征忌、太祖降誕会、成道会、涅槃会等の諸種の宗教行事の場を通

して周知をはかっている。また、保育科においては「仏教教育」、「宗教学」、

歯科衛生科においては、「宗教学」等の本学独自の授業科目を開講し、こ

れらの学修を通じても教育の理念、建学の精神の理解を深めるようにして

いる。

短期大学部の教育方針
～建学の精神の具現化をめざして～
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授業科目の履修について

ま　　え　　が　　き

所定の授業科目を適切な計画のもとに順序よく履修することは、大学生活の根幹

をなすものである。そのためには履修に関する十分な理解が必要である。以下、各

項目にわたって説明する。なお、学則の第 5 章、第 6 章（「学生生活」参照）を熟

読すること。

単　　　位　　　制

単位制は一定の授業科目を履修し、それに割り当てられている所定の単位を修得

することによって成り立つものである。

1年間の授業は、定期試験などの期間を含めて前期15週・後期15週、合わせて30

週にわたって行われる。ただし、授業科目によっては、前期又は後期の15週だけで

完結するものもある。

授業科目は、（１）講義、（２）演習、（３）実験、実習及び実技の 3 種類に分けられる。 1

単位の授業時間は、（１）講義及び（２）演習については、15時間から30時間までとし、（３）

実験、実習及び実技については、30時間から45時間までとする。本学では、 1時限

の授業時間が 2時間として計算され、それぞれの単位が次のように計算される。

（ 1）講義科目 毎週 1時限の授業が 1年間行われて 4単位。前期又は後期のみ

の 1期間で終了する科目は毎週 1時限の授業が半年間行われて

2 単位。ただし、歯科衛生科の科目には、毎週 1 時限の授業が

1 年間行われて 2 単位の科目、前期又は後期のみの 1 期間で終

了する科目で毎週 1時限の授業が半年間行われて 1単位の科目

もある。

（ 2 ）演習科目 毎週 1時限の授業が 1年間行われて 2単位又は 4単位。前期又

は後期のみの 1期間で終了する科目は毎週 1 時限の授業が半年

間行われて 1 単位又は 2 単位。

（ 3 ）実験、実習及び実技科目

毎週 1時限の授業が 1年間行われて 1単位。前期又は後期のみ

の 1期間と 1期間の 2分の 1で終了する科目は毎週 1 時限の授

業が半年間と半年間の 2分の 1行われて 1単位。ただし、歯科

衛生科の科目には、毎週 1 時限の授業が半年間行われて 1 単位

の科目もある。
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履 修 に 関 す る 注 意

（ａ）卒業のために必要な授業科目およびその単位数に関する規定は、きわめて厳

格なものであって、1 単位の不足があっても卒業できない。

（ｂ）授業科目の評価は、出席状況、試験・レポートなどの成績、およびその他の

学習作業の結果を総合して決められ、合格と判定された科目に対しては所定の

単位が与えられる。したがって、試験の成績が合格の程度に達していても、不

合格となることがある。

履 修 科 目 の 登 録

（ａ）授業を受けて単位を修得するためには、毎年度の始めにその年度の受講計画

を立てて、履修する授業科目を登録しなければならない。期日までに登録しな

かった場合には、その年度の履修が認められず、たとえ授業を受けても試験を

受ける資格がなく単位は与えられない。

したがって、登録を怠って 1 年間又は半年間を無駄にすることのないように

十分注意すること。

（ｂ）履修科目の登録は、指定された期間に必ず本人が行うものとする。登録期間

内に手続きできない場合は必ず事前に教務課まで申し出ること。

（ｃ）すでに単位を修得した科目を重ねて履修することはできない。

（ｄ）履修科目は当該学年に配当されている科目を履修することを原則とする。

（ｅ）クラス指定のある科目は当該クラスで履修することを原則とする。

（ｆ）不合格となった科目は、次年度において再履修しなければならない。

（ｇ）前年度までに修得すべき単位が残っている場合は、履修科目登録の前に学級

担任、担当教員又は教務課の助言を受けること。

（ｈ）履修科目の登録手順

1．履修科目登録の準備（年度始めの教務課オリエンテーションの説明による）

↓

2．web履修登録（履修科目登録日参照）

↓

3．履修科目登録の確認（「履修登録確認表」の受取）

↓

4．履修科目登録の変更・修正（履修登録変更期間内）

↓

履修科目登録完了
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1．履修科目登録の準備

● 履修科目登録に必要な書類（履修要項、授業計画、授業時間割表、その他

プリント類）は入学式、教務課オリエンテーションにて配布するので、履

修科目登録日には必ず持参すること。

● 学生は履修科目登録日までに「履修要項」「授業計画」を熟読し、教務課オ

リエンテーションでの説明、指導により受講計画を立てておくこと。

● 授業科目の中には履修人数を制限している科目がある。人数制限科目の履

修を希望する学生は、教務課オリエンテーション時に行う履修登録順番票

の抽選結果に従って、人数制限科目登録用紙を受け取り、申請することに

よって、履修が認められる。

2．web履修登録

● 履修科目登録は履修科目登録日に教務課の説明を聞いて、各自がweb上で登

録を行うこと。なお、登録に必要なID・パスワードについては履修登録時

に連絡する。

3．履修科目登録の確認

●「履修登録確認表」は各科指定された日時に教務課より受け取り、各自で

誤りがないか確認すること。

●「履修登録確認表」の確認を怠り、誤りをそのままにしておくと、たとえ

授業に出席していても、その科目の履修は無効となってしまうので注意す

ること。

4．履修科目登録の変更・修正

● 履修科目の変更、修正、追加、取消については、全科全学年の履修科目登

録及び登録確認終了後に設ける履修科目登録変更期間に受け付けを行う。ま

た、欠員のある人数制限科目の追加登録についても同様に受け付ける。変更、

修正等を希望する学生は、「履修登録確認表」に修正等を記載し、教務課に

提出すること。訂正後は必ず「履修登録確認表」を受け取り、確認するこ

と。

◎変更期間を含めた履修科目登録期間終了後の履修科目の変更、修正、追加、

取消等は一切認められない。
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（ｉ）履修科目登録日

科

保　育　科

歯科衛生科

学年 組 日　　　　　　　時 教　　室

1 年

2 年

1 年

2 年

3 年

A

B1

B2

C

D

A

B

C1

C2

D1

D2

A1

A2

B1

B2

A1

A2

B1

B2

A1

A2

B1

B2

4 月 8 日（金）9 時00分～10時30分

4 月 8 日（金）10時30分～12時00分

4 月 8 日（金）10時30分～12時00分

4 月 7 日（木）13時00分～14時30分

4 月 7 日（木）14時30分～16時00分

3 月31日（木）13時00分～14時30分

3 月31日（木）14時30分～16時00分

3 月31日（木）13時00分～14時30分

3 月31日（木）13時00分～14時30分

3 月31日（木）14時30分～16時00分

3 月31日（木）14時30分～16時00分

4 月 7 日（木）9 時00分～10時30分

4 月 7 日（木）9 時00分～10時30分

4 月 8 日（金）9 時00分～10時30分

4 月 8 日（金）9 時00分～10時30分

4 月 1 日（金）13時00分～14時30分

4 月 1 日（金）13時00分～14時30分

4 月 1 日（金）14時30分～16時00分

4 月 1 日（金）14時30分～16時00分

4 月 2 日（土）9 時00分～10時30分

4 月 2 日（土）9 時00分～10時30分

4 月 2 日（土）10時30分～12時00分

4 月 2 日（土）10時30分～12時00分

502

301

402

502

502

502

502

402

403

402

403

402

502

402

403

502

403

502

403

402

403

402

403
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試 験 に つ い て の 細 則

学則第10条第 3 項の規定で定める試験についての細則は次のとおりとする。

1 試　験

試験には、定期試験、授業内試験、追試験、特別試験、再試験がある。

（ａ）定期試験

前期及び後期の定期試験期間中に行う。試験の方法には筆記、レポート、

実技などがある。

（ｂ）授業内試験

授業内試験には、前期及び後期の授業内に行う試験と、保育科において定

期試験期間中に行われる授業内試験（以下、「定期試験相当の授業内試験」

という。）がある。定期試験相当の授業内試験は、授業内試験と同等の扱

いとする。試験の方法には筆記、レポート、実技などがある。

（ｃ）追試験

1 ．定期試験及び定期試験相当の授業内試験を欠席した者に対して行われる。

なお、追試験の受験手続きを怠った者、欠席をした者（忌引等のやむをえ

ない事由による欠席は除く）は受験資格を失う。不合格となった場合は再

履修となる。

2 ．追試験の受験手続きは、次のとおりである。

ア　欠席した科目の試験日を含めて、原則として7日以内に所定の「試験欠

席届」と「相当の証明書」を教務課に提出しなければならない。ただし、

欠席を証明する「相当の証明書」の提出の無い場合には、「追試験の再

試験扱い」となる。

イ　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法等を確認し、「試

験申込用紙」に必要事項を正確に記入し、受験料の証紙を貼付の上所定

の期間内に教務課に提出しなければならない。

ウ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

を提示しなければならない。

エ　受験料は 1 科目1,000円とする。

3 ．追試験は最高点を80点とする。

（ｄ）特別試験

1 ．追試験を受験する者のうち、定期試験及び定期試験相当の授業内試験を忌

引、就職試験、実習で欠席した者に対して行われる。なお、特別試験の受

験手続きを怠った者、欠席をした者（忌引等のやむをえない事由による欠
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席は除く）は受験資格を失う。不合格となった場合は再履修となる。

2 ．特別試験の受験手続きは、次のとおりである。

ア　欠席した科目の試験日を含めて、原則として 7 日以内に所定の「試験欠

席届」と「相当の証明書」を教務課に提出しなければならない。

イ　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法等を確認し、「試

験申込用紙」に必要事項を正確に記入し、所定の期間内に教務課に提出

しなければならない。

ウ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

を提示しなければならない。

エ　受験料は無料である。

3 ．特別試験の成績は、減点されない。

（ｅ）再試験

1 ．期末において科目の総合成績が不合格になった者に対して行われる。ただ

し、追試験及び特別試験の不合格者は対象にならない。なお、再試験の受

験手続きを怠ったり、欠席をした者（忌引等のやむをえない事由による欠

席は除く）は受験資格を失う。不合格となった場合は再履修となる。

通年科目の前期の再試験は、原則として行われない。

2 ．再試験の受験手続きは、次のとおりである。

ア　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法等を確認し、「試

験申込用紙」に必要事項を正確に記入し、受験料の証紙を貼付の上所定

の期間内に教務課に提出しなければならない。

イ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

を提示しなければならない。

ウ　受験料は 1 科目2,000円とする。

3 ．再試験に合格した場合の成績は、合格の最低点とする。

2 受験に関する注意

（ａ）次の場合には受験できない。

1 ．履修届に科目名が記入されていない場合

2 ．授業時間数の 3 分の 2 以上出席しなかった場合

3 ．授業料はじめ学納金等が納入されていない場合

4 ．試験場に20分以上遅刻した場合

（ｂ）試験場の注意

1 ．試験場では、監督者の指示に従わなければならない。
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2 ．学籍番号順に着席しなければならない。また、着席後は私語を慎まなけ

ればならない。

3 ．試験中は学生証を机上に置かなければならない。学生証を忘れた場合に

は、教務課で「仮受験票」の交付を受け、机上に置かなければならない。

（手数料は1,000円とする）

4 ．筆記具及び許可された教科書以外は机上に出してはならない。また、携帯

電話、ポケットベル等は時計としての使用もできない。

5 ．試験時間終了まで退出してはならない。

（ｃ）不正行為について

筆記試験に不正行為があった場合は、ただちに受験が停止され、教授会の

議を経て当該科目を含む履修中の筆記試験を行う全ての科目について、単

位を認定しない。

（ｄ）追試験・特別試験・再試験を欠席する場合について

追試験・特別試験・再試験を忌引等やむをえない事由で欠席する場合に

は、ただちに、教務課に申し出のうえ、指示を受け、「相当の証明書」を

提出すること。

3 試験時間

定期試験時間は次のとおりとする。

第 1 時限　　 9 時20分～10時10分

第 2 時限　　10時40分～11時30分

第 3 時限　　13時20分～14時10分

第 4 時限　　14時40分～15時30分

4 レポート提出に関する注意

レポートの作成ならびに提出については次のとおりである。

（ａ）提出の仕方

・レポートには、必ず科目名・担当者名・題目・学科・学年・組・学籍番

号・氏名を明記すること。

・複数枚になる場合には、ホチキスで綴じること。

・用紙・サイズなどは担当者の指示に従うこと。

（ｂ）提出場所

教務課または研究室等指定された場所に提出すること。

（ｃ）提出期日

定められた期日に提出すること。ただし、教務課へ提出する場合の提出時
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間は平日 9 時～16時、土曜日 9 時～12時とする。

（ｄ）追試験・特別試験・再試験でレポートを提出する場合

レポート提出時に必ず受験許可書を提示すること。

成 績 の 評 価 と 通 知

（ａ）授業科目の成績は、出席状況、試験・レポート、実技・実習などの成績及

びその他の学習作業の結果を総合して評価される。

（ｂ）授業科目の成績は、優・良・可・不可をもって表し、優・良・可を合格と

する。

優　80点～100点

良　70点～ 79点

可　60点～ 69点

不可　59点以下

（ｃ）通知

各科目の成績は定期試験終了後、所定の期間内に通知される。

単　位　の　認　定

授業科目を履修した者に対し、試験のうえ単位が与えられる。

ただし、その他必要な科目については、適切な方法により学修の成果を評価して

単位が与えられることがある。また単位が認定されるためには、授業時間数の 3 分

の 2 以上出席することが必要である。ただし、歯科衛生科の実習科目は 4 分の 3 以

上出席することが必要である。

卒　　　　　　　　　 業

（ａ）保育科は本学に 2 年以上在学し、歯科衛生科は 3 年以上在学して、卒業に

必要な所定の単位を修得した者については、教授会の議を経て、学長が卒

業を認定し卒業証書・学位記が授与される。

（ｂ）卒業した者には、次の短期大学士の学位が与えられる。

保　育　科　－　短期大学士（保育学）

歯科衛生科　－　短期大学士（歯科衛生学）

（ｃ）卒業の時期は、学年の終了日とする。ただし、学則に定める在学期間 保

育科は 2 年、歯科衛生科は 3 年を超えて在学し、前期の終了日までに卒業
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に必要な要件を満たした場合には、教授会の議を経てこれを前期の終了日

とすることができる。なお、前期の終了日をもって卒業することを希望す

る者は、履修科目登録の際に教務課に申し出なければならない。

学　　籍　　番　　号

各学生には、学籍番号が定められる。履修届、試験、諸証明書の申し込み、提出

物等は全て学籍番号で処理されるので、学籍番号は正確に記入しなければならない。

学籍番号の構造は次のとおりである。

23 4 2 001
─　 ─　 ─　─
：　 ：　 ：　 ：

入学年度　短期大学部　所属科　個人番号

〔2 ─保育科、3 ─歯科衛生科〕

授　　業　　時　　間

授業時間は次のとおりとする。

第 1 時限　 9 時00分～10時30分

第 2 時限　10時40分～12時10分

第 3 時限　13時00分～14時30分

第 4 時限　14時40分～16時10分

第 5 時限　16時20分～17時50分

掲　　　　　　　　示

教務に関する学生への通知は、すべて「教務課掲示板」に掲示する。登校下校の

際には必ず掲示板を見ること。

休　　　　　　　　講

担当教員より連絡があり次第、「休講掲示板」にその旨を掲示する。始業時間よ

り30分以上経過しても連絡のない場合は、教務課に申し出て指示を受けること。

災害・事故等への対応

気象警報又は大規模地震の警戒宣言等が発令された場合、並びに自然災害や交通

ストライキによって交通機関の運行が停止した場合の授業・試験は、原則として以

下のとおり取り扱う。
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1 ．暴風警報・大雪警報・暴風雪警報等の気象警報が発令された場合

（ 1 ）対象となる警報並びに条件

神奈川県下に「暴風警報・大雨警報・洪水警報」が同時に発令された場合及

び「大雪警報」「暴風雪警報」が発令された場合、次項（2）の基準を適用する。

（ 2 ）授業・試験の実施基準

※　授業又は試験中に上記の事態が発生した場合は、学長の判断で措置を決
定し、掲示（鶴見大学ポータルシステム、大学ホームページへの掲載を
含む）や緊急放送等を以って速やかに通知しますので、これに従ってく
ださい。

2 ．自然災害や交通ストライキによって交通機関の運行が停止した場合

（ 1 ）対象となる交通機関

下記2線のいずれも不通となった場合のみ、次項（2）の基準を適用する。

JR 京浜東北線・根岸線（東京～大船間）

私鉄 京浜急行線　　　　（品川～三崎口間）

（ 2 ）授業・試験の実施基準

※　授業又は試験中に上記の事態が発生した場合は、学長の判断で措置を決
定し、掲示（鶴見大学ポータルシステム、大学ホームページへの掲載を
含む）や緊急放送等を以って速やかに通知しますので、これに従ってく
ださい。

【運行開始時刻】

午前 7 時までに運行開始された場合

午前11時までに運行開始された場合

午後 1 時までに運行開始された場合

午後 1 時を過ぎても不通の場合

【授業・試験の取扱】

平常どおり実施

1・2 時限目は休講・試験延期とし、
3 時限目から実施
1・2・3 時限目は休講・試験延期と
し、4 時限目から実施

全時限休講・試験延期

【警報解除時刻】

午前 7 時までに警報が解除された場合

午前11時までに警報が解除された場合

午後 1 時までに警報が解除された場合

午後 1 時を過ぎても解除されない場合

【授業・試験の取扱】

平常どおり実施

1・2 時限目は休講・試験延期とし、
3 時限目から実施
1・2・3 時限目は休講・試験延期と
し、4 時限目から実施

全時限休講・試験延期
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3 ．大規模地震発生時の措置

授業は打ち切りとします。各自持物をまとめ、放送や教職員の指示により速やか

に避難する。避難場所は總持寺山門付近です。

【地震発生時の心得】

①　出入口のドアーを開ける。

②　窓ガラスから離れる。

③　机の下に身体を入れるか、丈夫な物に身を寄せる。

④　落下物に気をつけ頭部を守る。

⑤　あわてて外に飛び出さない。

⑥　本震は 1 分以内であるから、震動中は行動を起こさない。

⑦　火災発生の恐れがあるので、ただちに火を消し、ガス電気等のスイッチを

切る。

⑧　避難は指示により、避難順路に従い、特に階段は注意する。

⑨　エレベーターの使用は厳禁する。

⑩　手ぬぐい（タオル）を常備し、不安定な靴、サンダル等はなるべく避ける。

4 ．東海大地震等警戒宣言発令時の諸注意

すでに承知のとおり、東海大地震発生の危険性が報道されています。これに備え

て、地震発生が予知された場合には「大規模地震対策特別措置法」に基づき、地震

予知の警戒宣言が発令されることになりました。

この警戒宣言が発令された場合には、次の心がまえで行動してください。

（ 1 ）警戒宣言発令の伝達と授業・試験の取扱

発令の伝達　全館に放送で発令されたことを伝達する。

授業・試験　警戒宣言が発令された場合、次項（ 2 ）の基準を適用する。

授業又は試験中の場合は打ち切りとし、警戒宣言発令中は休

講とする。

（ 2 ）授業･試験の実施基準

【警戒宣言解除時刻】
午前 7 時までに警戒宣言が解除された
場合
午前11時までに警戒宣言が解除された
場合
午後 1 時までに警戒宣言が解除された
場合
午後 1 時を過ぎても解除されない場合

【授業・試験の取扱】

平常どおり実施

1・2 時限目は休講・試験延期とし、
3 時限目から実施
1・2・3 時限目は休講・試験延期と
し、4 時限目から実施
全時限休講・試験延期
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（ 3 ）授業・試験打ち切り後の行動について

①　各教室で指示があるまで静かに待機する。実習・実技中の学生は更衣

し、所持品を持って總持寺三松関より山門に集合する。

②　ガス等火を使用している場合には完全に栓を閉め、火を消す。

③　各教室の出入口のドアーを開ける。

④　エレベーターの使用は厳禁する。

⑤　帰宅の指示があった場合には、勝手に行動しないで、係の指示に従う

こと。

⑥　交通機関の運行状況は、判明次第放送する予定。

⑦　交通機関の状況により帰宅できないものは、指示により次の場所に所

持品を持って集合する。

文学部・短期大学部……5－101教室

歯学部……………………大学記念館大学食堂

⑧　警戒宣言発令と同時に交通が停止する地域からの通学生は、平素から

家族と相談のうえ、知人等臨時避難先を決めておき、帰宅できない場

合の住所を、事前から明確にしておくように心がけること。

5 ．防災訓練の実施

地震や火災等の災害はいつ起こるか分かりません。普段から地震への備えを行っ

ておきましょう。地震時の「地域防災拠点」や「広域避難場所」について等、鶴見

区の防災情報は鶴見区役所のホームページで確認しておいてください。また、「地

震発生時の心得」は学内だけでなく、学外においても役立ちます。熟知し、災害へ

の心構えをしっかり持つことが必要です。

本学では学内においての大規模地震発生とそれに起因して起こる火災発生を想定

して防災訓練を行っています。防災訓練は、毎年10月の第 3 木曜日 2 時限目に実施

しています。今年度は10月20日（木）です。在構中の学生は全員参加してください。

授　業　欠　席　届

授業を欠席した場合は 7 日以内に所定の「授業欠席届」に必要事項を記入し、担

当教員に提出する。なお、無届けで長期にわたり欠席した者、又は正当な理由がな

くて出席が常でない者に対しては、学則第14章第41条（「学生生活」参照）により

退学となることがある。
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1 ．1 週間以上にわたる欠席の場合には、教務課にも欠席届を提出する。ただし、

病欠は、医師の診断書を添えること。

2 ．忌引は、次の各事項の期間内に限り欠席時数に算入されない。欠席届には、

保証人の証明書を添えること。

両親の場合　　　　　　　　　 7 日以内

祖父母、兄弟、姉妹の場合　　 3 日以内

学 籍 に 関 す る 異 動

休学、復学、退学を希望する場合には、学則第 8 章第23条、第24条、第25条並び

に学生清規第15条（「学生生活」参照）により書類を提出しなければならない。

1 ．休学

本学所定の様式（「学生生活」参照）の休学願に、病気の場合は医師の診断書を

添えて、正保証人連署のうえ、学長に願い出る。休学願は教務課に提出すること。

なお、休学を許可された者には、休学許可書を交付する。

2 ．復学

休学の事情が解消して復学しようとする場合には、本学所定の様式（「学生生活」

参照）の復学願に、病気休学の場合は医師の診断書を添えて、正保証人連署のうえ、

休学期間終了の 1 カ月前までに学長に願い出る。復学願は教務課に提出すること。

なお、復学を許可された者には、復学許可書を交付する。復学後の事項については

必要に応じて連絡する。

3 ．退学

本学所定の様式（「学生生活」参照）の退学願に、正・副保証人連署のうえ、学

長に願い出る。退学願は教務課に提出し、学生証を返還すること。なお、退学を許

可された者には、退学許可書を交付する。

4 ．除籍

学費未納入の学生で督促を受けた後も必要な手続きを怠るなど正当な理由の認め

られない者に対しては、学則第 9 章第30条（「学生生活」参照）により除籍する。

（注意）・提出書類はペン書きとする。

・正・副保証人印と学生本人の印が同一のものは正式書類として受け付

けない。
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身上に関する変更等

学生及び正・副保証人の住所・住居表示・電話番号の変更、正・副保証人の変

更、改姓が生じた場合には、学生清規第15条（「学生生活」参照）により書類を提

出しなければならない。

1 ．住所・住居表示・電話番号変更届

本学所定の様式（「学生生活」参照）の住所変更届・電話番号変更届に記入のう

え、学長に届け出る。変更届は教務課に提出し、住所・住居表示変更の場合は新た

に学生証の裏面シールの交付を受けること。

2 ．正・副保証人変更届

本学所定の様式（「学生生活」参照）の保証人変更届に記入のうえ、学長に届け

出る。変更届は教務課に提出すること。

3 ．戸籍改姓届

本学所定の様式（「学生生活」参照）の戸籍改姓届に記入のうえ、学長に届け出

る。戸籍改姓届は戸籍抄本を添付して教務課に提出し、学生証の再交付申請を行う

こと。

そ　　　　の　　　　他

（ａ）問い合わせ

授業、試験、休講、行事予定等に関する電話での問い合わせにはいっさい

応じない。必要ある場合は掲示板又は教務課窓口で確認すること。

（ｂ）事務室（教務課）窓口受付時間

◎授業（補講含）実施期間

月曜日～金曜日　　 8 時50分～18時00分

土曜日　　　　　　 8 時50分～13時00分

◎上記以外の期間

月曜日～金曜日　　 8 時50分～16時50分

土曜日　　　　　　 8 時50分～13時00分

春、夏、冬の各休暇中等の窓口受付時間については変更することがある。

変更の場合には掲示で連絡するので、掲示板で確認すること。

（ｃ）証明書の発行

教務課で発行する証明書については次のとおりである。

申し込みは、所定用紙に必要事項を記入し、手数料相当の証紙を貼付のう
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え、申し込むこと。なお、英文の証明書、単位成績証明書に履修中の科目表

記が必要な場合は、教務課に申し出ること。

※英文による証明書は、同

文 2 通目からは同日発行

に限り、すべて200円と

する。

注意事項

1 ）証明書交付の所要日数は、申し込みをしてから日祝祭日を除き 3 日

以降とする。ただし、英文の証明書は 7 日以降とする。

※ 7 ～11月および 3 月は混雑するので掲示に注意し、余裕をもって

申し込むこと。

2 ）電話による証明書の申し込みは受け付けない。

3 ）証明書は、学生証を提示のうえ、本人が受け取ること。

4 ）在学生の証明書の郵送は原則として行わない。

5 ）証明書の有効期間は、発行日から3カ月間とする。有効期間を過ぎ

た証明書は使用できない。

6 ）在学証明書の申込の際には、使用目的・提出先を明記すること。

7 ）卒業見込証明書、各種資格取得見込証明書は、卒業年次生について

のみ発行する。

（ｄ）健康診断

春の定期健康診断は必ず受けなければならない。

これを受けなければ、諸証明書の発行及び学外で実施する実習は認められ

ない。

証 明 書 の 種 類

単 位 成 績 証 明 書

単 位 修 得 証 明 書

卒業（見込）証明書

教員免許状取得見込証明書

指定保育士養成施設卒業（見込）証明書
（保育士資格取得（見込）証明書に相当するもの）

在 学 証 明 書

在 籍 証 明 書

手　数　料

和 文 英 文

200円

200円

100円

100円

100円

100円

100円

1000円

1000円

500円

500円
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鶴見大学短期大学部科目等履修生規程

第 1 条　学則第16章第57条に基づく科目等履修生の取扱は、この規程の定めるとこ

ろによる。

第 2 条　科目等履修生として、履修を志願することのできる者は、本学の学生以外

の者で学則第 8 章第19条に規定する入学資格を有する者でなければなら

ない。

第 3 条 履修期間は 1 年又は 6 カ月とする。ただし、履修を継続するときは、第6

条に定める手続きを経て、継続を申請することができる。

第 4 条 科目等履修生の受入れは、正規学生の学習の妨げとならない範囲とする。

なお、本学の都合で閉講となった科目については開講しない。

第 5 条　履修科目は講義科目及びこれに準ずる科目とし、その単位は年間20単位を

超えてはならない。

第 6 条　志願者は、別に定める書類に検定料を添えて、願い出なければならない。

第 7 条　科目等履修生は、教授会の承認に基づき学長が許可する。

第 8 条 科目等履修生として許可された者は、別に定める学費を納入しなければな

らない。

第 9 条 学長は、科目等履修生が本学の秩序を乱すと認めたとき、又は疾病その他

の理由により、履修継続の見込がないと認めたときは、教授会の議を経

てその許可を取消すことがある。

第10条　その他特に規定しない事項に関しては本学諸規程に準じる。

附　則　 1 ．条文を変更する場合には教授会の議を経て決定する。

2 ．本規程は平成 4 年 4 月 1 日からこれを施行する。

3 ．平成 8 年 4 月 1 日改正

平成11年 4 月 1 日一部改正

平成12年 4 月 1 日一部改正

平成23年 4 月 1 日一部改正
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鶴見大学短期大学部転学・転科に関する規程

第 1 条　学則第26条に基づく転学・転科の取扱いは、この規程の定めるところによる。

第 2 条　他の大学へ転学もしくは他の学科へ転科を希望する者は、次の書類を教務

課に提出し、在籍する学科の承認を得なければならない。書類の受付は当

該年度の推薦入学試験の出願期間と同一とする。

1 ．転学・転科願

2 ．事由書

3 ．単位成績証明書

第 3 条　転科を希望し前条の承認を得た者は、所定の検定料を納入しなければなら

ない。

第 4 条　転科は、受け入れ学科において当該年度の推薦入学試験の選考方法と同一

の選考をおこない、教授会の議を経て、合格を決定する。

第 5 条　転科は、原則として学年の始めに 1 年次へ受け入れるものとする。

第 6 条　転学・転科を許可された者の既修得単位の認定は、学則第 6 章第12条の規

程を準用する。

第 7 条　他大学から本学へ転学を希望する者については、第 3 条、第 4 条、第 5 条、

第 6 条の規程を準用する。

第 8 条 転学もしくは転科を許可された者は、所定の学費を納入しなければならな

い。ただし、鶴見大学からの転学及び転科の場合の入学金は所定の半額と

する。

附　則　 1 ．条文を改廃する場合には教授会の議を経て決定する。

2 ．本規程は昭和58年 4 月 1 日からこれを施行する。

昭和60年 4 月 1 日一部改正

昭和62年 4 月 1 日一部改正

平成 4 年 4 月 1 日一部改正

平成 6 年11月10日一部改正

平成12年 4 月 1 日一部改正

平成14年 4 月 1 日一部改正
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様　式　　　　　　　　　　　　　 平成　　年　　月　　日

鶴見大学短期大学部学長殿

科　　年　　組

学 籍 番 号

氏　　　　名　　　　　　　　　　 印

保証人氏名　　　　　　　　　 印

副保証人氏名　　　　　　　　　 印

転　　科　　願

わたくしは別紙の事由により　　　科

へ転科いたしたく、保証人、副保証人連

署をもってお願いいたします。

※大きさはＢ 5 版
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鶴見大学短期大学部既修得単位認定に関する規程

第 1 条　学則第 6 章第12条、第13条、第14条に基づく既修得単位の認定についての

取扱いは、この規程の定めるところによる。

第 2 条　既修得単位として認定する学修の種類を次のとおりとする。

（１） 短期大学又は大学で学修した場合

（２） 短期大学又は高等専門学校の専攻科で学修した場合

（３） 文部科学省認定実用英語技能検定（以下「英検」という） 2 級以上

を合格した場合

（４） 外国の短期大学又は大学で学修した場合

第 3 条　認定する単位数は、学則第 6 章第12条及び第13条に該当する場合は30単位、

第14条に該当する場合は45単位とする。

第 4 条　単位の認定は、教授会の議を経て決定する。

第 5 条　単位の認定を希望する者は、次の書類を履修届提出日までに教務課に提出

しなければならない。

（１） 既修得単位認定願

（２） 単位成績証明書

（３） 合格証書の写し又は合格証明書（英検 2 級以上を合格した場合）

（４） その他必要書類（シラバスなど授業内容がわかるもの）

附　則　 1 条文を変更する場合には教授会の議を経て決定する。

2 本規程は昭和60年 4 月 1 日からこれを施行する。

平成 4 年 4 月 1 日一部改正

平成 9 年 4 月 1 日一部改正

平成12年 4 月 1 日一部改正

平成13年 4 月 1 日一部改正

平成17年 4 月 1 日一部改正
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様式

平成　年　月　日

鶴見大学短期大学部

学長 ○　○　○　○　殿

科　　年　　組

学籍番号

氏　　名　　　　　　　　　印

既修得単位認定願

本学学則第 6 章第　※　条により、下記について認定していただき

たく、書類を添えて申請致します。

記

合計単位数　　　　　　　　　　合計単位数

修得した大学名及び学部・学科名等：

※　注）第12条、第13条、第14条のいずれかを記載すること。

※大きさはＡ 4 版

修得した授業科目の科目区分・
科目名・単位数及び英語検定
2 級以上の級数

左に対応する本学の授業
科目の科目区分・科目名・
単位数
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鶴見大学短期大学部及び鶴見大学
卒業者の入学試験に関する規程

第 1 条　本学及び鶴見大学の卒業もしくは卒業見込者が、入学を志願する場合の取

扱いは、この規程の定めるところによる。

第 2 条　志願者は、次に示す書類等を教務課に提出しなければならない。

1 ．志願事由書

2 ．成績証明書及び卒業証明書または卒業見込証明書

3 ．志願票（本学所定用紙）

4 ．入学検定料（当該年度の検定料と同額）

第 3 条　志願書類等の受付は、当該年度の推薦入学試験の出願期間と同一とし、試

験日も推薦入学試験日とする。

第 4 条　受け入れ学科は、当該年度の推薦入学試験の選考方法と同一の選考をおこ

ない、教授会の議を経て、合格者を決定する。

第 5 条　合格者は、所定の手続きを指定期日までに行わなければならない。ただし、

入学金は半額免除とする。

附　則　 1 ．条文の改廃は、教授会の議を経て決定する。

2 ．本規程は昭和62年 4 月 1 日よりこれを施行する。

平成 6 年11月10日一部改正

平成11年 4 月 1 日一部改正





保

育

科

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

科 目 履 修 方 法

保

育

科
履修にあたっての注意

保育科の履修科目が平成23年度から変更になりました。これに伴い、

平成23年度入学生からは新課程での履修、平成22年度入学生は旧課程、

平成21年度以前の入学生は旧々課程での履修となり、履修すべき科目

が異なります。

したがって、自分の該当ページを確認して、間違いのないように履

修してください。

平
成
23
年
度
入
学
生
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【保育科・平成23年度入学生】

卒業所要単位

卒業するためには 2 年以上在学し、下記の表により総計64単位以上を修得しなけ

ればならない。

Ａ　　群

Ｂ　　群

Ｃ　　群

Ｄ　　群

Ｅ　　群

合　　計

区　分
卒 業 に 必 要 な 単 位

単位合計
必修単位

30

2

2

2

36

選択単位

28以上

28以上

30

32以上

2

64以上
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平成23年度入学生　保育科履修科目一覧

音 楽 表 現 Ⅰ
音 楽 表 現 Ⅱ
造 形 表 現 Ⅰ
造 形 表 現 Ⅱ
幼 児 体 育
保 育 原 理
教 育 原 理
社 会 福 祉
社 会 的 養 護
乳 児 保 育
保 育 内 容 総 論
保 育 課 程 総 論
保 育 内 容 研 究 1
保 育 内 容 研 究 2
保 育 内 容 研 究 3
仏 教 保 育
身 体 表 現 Ⅰ
身 体 表 現 Ⅱ
保 育 者 論
発 達 心 理 学
相 談 援 助
保 育 相 談 支 援
児 童 家 庭 福 祉
子 ど も の 保 健 Ⅰ
子 ど も の 保 健 Ⅱ
児 童 家 庭 福 祉 Ⅱ
教 育 心 理 学
臨 床 心 理 学
子 ど も の 食 と 栄 養
乳 幼 児 心 理 学
保 育 指 導 法
教 育 相 談 の 基 礎
家 庭 支 援 論
社 会 的 養 護 内 容
障 害 児 保 育
ピ ア ノ ・ 声 楽 Ⅰ
ピ ア ノ ・ 声 楽 Ⅱ
生 活
国 語 表 現 法
保 育 所 保 育 実 習 Ⅰ

施 設 保 育 実 習 Ⅰ
保育所保育実習指導Ⅰ
施設保育実習指導Ⅰ
教 育 実 習 概 論
教 育 実 習 Ⅰ
教 育 実 習 Ⅱ
保 育 実 習 Ⅱ
保 育 実 習 Ⅲ
保育所保育実習指導Ⅱ
施設保育実習指導Ⅲ
保育・教職実践演習
宗 教 学
哲 学
文 学
環 境 倫 理 入 門
社 会 学
経 済 学
日 本 国 憲 法
歴 史 学
心 理 学
生 活 科 学
日本語コミュニケーション
情 報 機 器 の 操 作
英 語 （ 英 語 講 読 ）
〃　（ Ｌ　Ｌ　）

英語Ⅱ（保育の英語）
体 育

科　　目　　名学年
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
2
2
1
2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
1
1

単位
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
1
1
2
4
1
2
1
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
1
2

1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
2
2
1
2
1
1
1
1
2
1

学年
2
1
1
2
2
3
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

単位群 科　　目　　名

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

群

合計64単位以上
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平成23年度　保育科開講科目及び担当者

Ａ 1組
Ａ 2組
Ｂ 1組
Ｂ 2組
Ｃ 1組
Ｃ 2組
Ｄ 1組
Ｄ 2組

Ａ 1組
Ａ 2組
Ｂ 1組
Ｂ 2組
Ｃ 1組
Ｃ 2組
Ｄ 1組
Ｄ 2組
Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

神　田
神　田
神　田
神　田

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

山室・橋本
山室・橋本

前期 後期

大　地
大　地
渡　邉
阿　部
阿　部
井　口
堺
堺

音 楽 表 現 Ⅰ 1 ○ ア 前期

Ａ 1組
Ａ 2組
Ｂ 1組
Ｂ 2組
Ｃ 1組
Ｃ 2組
Ｄ 1組
Ｄ 2組

大　地
大　地
渡　邉
阿　部
阿　部
井　口
堺
堺

音 楽 表 現 Ⅱ 1 ○ イ 後期

Ａ 1組
Ａ 2組
Ｂ 1組
Ｂ 2組
Ｃ 1組
Ｃ 2組
Ｄ 1組
Ｄ 2組

清　水
柳　川
加藤（裕）
石　賀
清　水
柳　川
石　賀
加藤（裕）

造 形 表 現 Ⅰ 1 ○ ア 前期

Ａ 1組
Ａ 2組
Ｂ 1組
Ｂ 2組
Ｃ 1組
Ｃ 2組
Ｄ 1組
Ｄ 2組

清　水
柳　川
加藤（裕）
石　賀
清　水
柳　川
石　賀
加藤（裕）

造 形 表 現 Ⅱ 1 ○ イ 後期

幼 児 体 育

保 育 原 理

教 育 原 理

〈Ａ　群〉必修30単位 （ 1・2 年生）

2

2

2

○

○

イ

ア

ア

通年

後期

前期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

比　嘉
比　嘉2 ア 前期社 会 福 祉

単位数

必修 選択
保育士幼免

必修
クラス編成

2年次1年次
備考

免許・資格 開講期卒　業

担　当　者科　目　名



─　　─29

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

坂　本
坂　本2 ア 後期社 会 的 養 護

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

保 育 課 程 総 論 2 ○ ア 前期

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

前）
Ａ・Ｂ組神田・早川
Ｃ・Ｄ組神田・早川
後）
Ａ・Ｂ組山室・田野岡
Ｃ・Ｄ組山室・田野岡

保 育 内 容 総 論 2 ○ ア 通年

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

t 野
t 野
t 野
早　川

乳 児 保 育 2 ア 通年

人間
関係

環境

健康

言葉

造形

音楽

前Ａ組・後Ｂ組
前Ｄ組・後Ｃ組
前Ｂ組・後Ａ組
前Ｃ組・後Ｄ組

細　田
細　田
佐藤（英）
佐藤（英）

前Ａ組・後Ｂ組
前Ｃ組・後Ｄ組

朴・白井
朴・白井

前Ｂ組・前Ｄ組
後Ａ組・後Ｃ組

内　田
松　本

前Ａ1組・後Ａ2組
前Ｂ2組・後Ｂ1組
前Ｃ2組・後Ｃ1組
前Ｄ1組・後Ｄ2組
前Ａ2組・後Ａ1組
前Ｂ1組・後Ｂ2組
前Ｃ1組・後Ｃ2組
前Ｄ2組・後Ｄ1組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

橋　本
橋　本

保育内容研究1

（子どもの環境）

保育内容研究2

（子どもの生活・遊び）

保育内容研究3

（子どもの文化）

仏 教 保 育

2

2

2

○

○

○

2

ア

ア

ア

通年

通年

通年

後期

Ａ 1 組
Ａ 2 組
Ｂ 1 組
Ｂ 2 組
Ｃ 1 組
Ｃ 2 組
Ｄ 1 組
Ｄ 2 組

相　原
久　保
秋　田
秋　田
相　原
秋　田
久　保
久　保

身 体 表 現 Ⅰ 1 ア 前期

Ａ 1 組
Ａ 2 組
Ｂ 1 組
Ｂ 2 組
Ｃ 1 組
Ｃ 2 組
Ｄ 1 組
Ｄ 2 組

久　保
秋　田
久　保
秋　田
久　保
相　原
相　原
秋　田

身 体 表 現 Ⅱ 1 イ 後期

単位数
必修 選択

保育士幼免
必修

（ 1・2 年生）

クラス編成
2年次1年次

備考
免許・資格 開講期卒　業

担　当　者科　目　名
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Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ組
Ｂ組
Ｃ組
Ｄ組
Ａ組
Ｂ組
Ｃ組
Ｄ組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ 1 組
Ａ 2 組
Ｂ 1 組
Ｂ 2 組
Ｃ 1 組
Ｃ 2 組
Ｄ 1 組
Ｄ 2 組
全組
Ａ組
Ｂ組
Ｃ組
Ｄ組
全組
Ａ組
Ｂ組
Ｃ組
Ｄ組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ組
Ｂ組
Ｃ組
Ｄ組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ組
Ｂ組
Ｃ組
Ｄ組
Ａ組
Ｂ組
Ｃ組
Ｄ組

山室・早川
山室・早川
斎　藤
斎　藤

徳　地
徳　地

斎　藤
斎　藤
斎　藤
斎　藤

保 育 者 論

発 達 心 理 学

相 談 援 助

保 育 相 談 支 援

児 童 家 庭 福 祉

子どもの保健Ⅰ

子どもの保健Ⅱ

児童家庭福祉Ⅱ

教 育 心 理 学

臨 床 心 理 学

子どもの食と栄養

乳 幼 児 心 理 学

保 育 指 導 法

教育相談の基礎

家 庭 支 援 論

社会的養護内容

障 害 児 保 育

2

2

1

1

2

4

1

2

1

2

2

2

2

2

2

1

2

◯

a

a

a

○

○

ア

ア

ア

ア

ア

ア

ア

イ

ア

イ

ア

イ

イ

ア

ア

ア

前期

前期

後期

後期

前期

後期

通年

後期

前期

後期

通年

前期

前期

後期

前期

後期

通年

〈Ｂ　群〉

単位数
必修 選択

保育士幼免
必修

（ 1・2 年生）

クラス編成
2年次1年次

備考
免許・資格 開講期卒　業

担　当　者科　目　名



─　　─31

Ａ 1 組
Ａ 2 組
Ｂ 1 組
Ｂ 2 組
Ｃ 1 組
Ｃ 2 組
Ｄ 1 組
Ｄ 2 組
Ａ組
Ｂ組
Ｃ組
Ｄ組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ組
Ｂ組
Ｃ組
Ｄ組

全組

全組

全組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

全組

堺
渡　邉
大　地
阿　部
堀
堺
堀
渡　邉

松　本
榎　本
榎　本
土　橋

細川・神田・
早川・橋本

上田・比嘉

細川・神田・
早川・橋本
上田・比嘉
上田・比嘉

山田（吉）・山室・松本・
朴・佐藤（英）

ピアノ・声楽Ⅰ

ピアノ・声楽Ⅱ

生 活

国 語 表 現 法

保育所保育実習Ⅰ

施設保育実習Ⅰ

保育所保育実習指導Ⅰ

施設保育実習指導Ⅰ

教 育 実 習 概 論

2

2

2

1

2

2

1

1

2 ○

イ

イ

イ

ア

ア

ア

ア

ア

通年

前期

後期

後期

後期

後期

前期

通年

前期

単位数
必修 選択

保育士幼免
必修

（ 1・2 年生）

クラス編成
2年次1年次

備考
免許・資格 開講期卒　業

担　当　者科　目　名

全組

全組

全組

全組

全組

全組

全組

山田（吉）・山室・松本・
朴・佐藤（英）

教 育 実 習 Ⅰ
（事前事後指導を含む）

教 育 実 習 Ⅱ
（事前事後指導を含む）

保 育 実 習 Ⅱ

保育所保育実習指導Ⅱ

保 育 実 習 Ⅲ

施設保育実習指導Ⅲ

保育・教職実践演習

2

3

2

1

2

1

2

◯

◯

○

ウ

エ

ア

後期

前期

※

※

※

※

後期

（注）

1．幼稚園に関する科目について

aについては、 3 科目から 2 単位以上必修。別項「教育職員免許状及び保育士資格について」を参

照。

2．保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲの種別期間等は別項「教育実習Ⅰ・
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教育実習Ⅱ、保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについて」を参照。

3．保育士に関する科目について

アは必修科目。

イは選択必修科目。6単位以上（本学では厚生労働省の規程の 6 単位のうち 5 単位は必修となる。

造形表現Ⅱ、音楽表現Ⅱ、身体表現Ⅱ、幼児体育が卒業必修科目）残り 1 単位以上が選択必修

であるが、保育士の資質を高めるためには、出来るだけ多くの科目をとることが望ましい。

ウ・エは選択必修科目。ウまたはエのいずれか選択（いずれの一方しか履修できない）。

4．保育実習Ⅲを履修にあたっては、児童家庭福祉Ⅱを必ず履修すること。



Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

矢　島

矢　島

宗 教 学
（実践行持を含む）

日 本 国 憲 法

情報機器の操作

本年度閉講科目：数学、倫理学、法学、化学、コンピュータ概論

2 前期

全　組 t橋（晃）哲 学 2 前期

全　組 山田（吉）文 学 2 前期

全　組 矢　島環境倫理入門 2 前期

全　組 坪　井社 会 学 2 前期

全　組 吉田（達）経 済 学 2 前期

2 ◯

全　組歴 史 学 2 後期

全　組 斎　藤心 理 学 2 後期

全　組

全　組 山田（吉）

生 活 科 学

日本語コミュニケーション

2

2 後期

後期

Ａ 1 組

Ａ 2 組

Ｂ 1 組

Ｂ 2 組

Ｃ 1 組

Ｃ 2 組

Ｄ 1 組

Ｄ 2 組

橋　本

橋　本

橋　本

橋　本

橋　本

橋　本

橋　本

橋　本

2 ◯

前期

後期

前期

後期

前期

後期

前期

後期

前期　

（ 1・2 年生）〈Ｃ　群〉

クラス編成
2年次1年次

備考

免許・資格 開講期卒　業

単位数 幼免
必修 保育士

必修 選択

担　当　者科　目　名
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英　　語　　Ⅱ

（保育の英語）

2

※外国語の履修上の注意

〈英語〉

卒業するためには、 1年次に英語Ⅰ必修 2単位を修得しなければならない。 2 年

次に英語Ⅱ選択 2 単位が修得できる。なお希望者は 2年間に英語Ⅰ・Ⅱあわせて選

択 8単位まで修得できる。

1 年次の学生は「英語Ⅰ」の英語講読・LLの 2 種類の中から 1 種類を履修する。

2 年次の学生は「英語Ⅱ」の保育の英語を履修する。

1クラスの定員を英語Ⅰは45人までとし、英語Ⅱは30人までとする。

「英検 2級以上」に合格し、既修得単位を認定された者は、既に「英語Ⅰ」を修

得したものとみなすことができる。

・英語の講義内容

〈英語Ⅰ〉

言葉も文化も考え方も違う人々がお互いの心を通わせ、理解し合うには、まず言

葉、特に英語を身につけることが大切である。すべての学生が英語によるコミュニ

単位数

必修 1年次2年次選択
クラス編成

開講期
担　当　者科　目　名

英　　語　　Ⅰ

（英 語 講 読）

（ Ｌ　Ｌ　）

（英　会　話）

2

Ａ 1

Ａ 2

Ａ 3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｃ 3

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ 1

Ｅ 2

通年

通年

竹　田

海　琳

海　琳

小　倉

竹　田

竹　田

閉　講

（ 1・2 年生）〈Ｄ　群〉

2

免許・資格

幼免
必修

保育士
必修

○ ○
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ケーションが出来るよう、生きた英語教育を行う。

（英語講読） 〔内容の正しい理解を目的としてテキストの精読、速読を中心

とするクラス。〕

（ L L ） 〔テープ及びビデオ教材による発音と聴取の基礎訓練を中心と

するクラス。〕

〈英語Ⅱ〉

保育の現場でのコミュニケーションに役立つ英語を総合的に学ぶ。特に外国人の

子供や保護者と関わる時に必要性が高いと思われる内容について学習する。また、

英語の童謡、童話についても触れたい。

時代の要請を考え、英語Ⅱを履修することが強く望まれる。

開講期 担当者科　目　名

体　　　　　育

体育実技保健コース

2 ◯ ◯

Ａ組

Ｂ組

Ｃ組

Ｄ組

全組

通　年

鈴　川

秋　田

鈴　川

秋　田

秋　田通　年

卒　業
単位数

免許・資格

必修 選択
幼免
必修

保育士
必修

備考
クラス

編　成

〈Ｅ　群〉 （ 1年生）

※体育の履修上の注意

①　実技と講義からなる。いずれも各々の所属するクラスで受講するものとする。

②　前期、後期をさらに前半と後半の 4 期に分け、その中の 1 期で講義を行い、

残りの 3期で実技を行う。

③　実技について

イ）病気療養中等、健康上の理由により通常の運動が不可能な場合は、保健

コース（運動軽減クラス）で履修することもできる。なお、保健コース

での履修を希望する者は、履修登録時に教務課に申し出ること。

ロ）服装等に関しては、オリエンテーションの中で指示する。

＊全体の履修上の注意

・遅刻は30分以内で、3 回につき 1 回の欠席扱いとする。
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教育職員免許状及び保育士資格について

保育科で取得できる免許状及び資格には、幼稚園教諭二種免許状と保育士資格が

ある。卒業に必要な取得単位は64単位であるが、保育科のカリキュラムは幼稚園教

諭二種免許状と保育士資格を取得することを前提に編成しているので、履修にあた

ってはこの免許状と資格の二種類を取得することが望ましい。なお、いずれにおい

ても短期大学士の学位（卒業と同時に取得）が基礎資格として必要となる。

（１） 本学において幼稚園教諭免許状と保育士資格を取得する場合
幼稚園教諭免許状と保育士資格を取得するための履修方法は下記の表の通りで

ある。下記の所要単位数には、卒業所要単位が含まれている。

Ａ　群

Ｂ　群 44単位以上

30単位

「保育者論」 2単位　必修

「教育相談の基礎」 2単位　必修

「発達心理学」 2単位　必修

「相談援助」 1単位　必修

「保育相談支援」 1単位　必修

「児童家庭福祉」 2単位　必修

「子どもの保健Ⅰ」 4単位　必修

「子どもの保健Ⅱ」 1単位　必修

「教育心理学」 1単位　必修

「子どもの食と栄養」 2単位　必修

「保育指導法」 2単位　必修

「保育・教職実践演習」 2単位　必修

「保育所保育実習Ⅰ」 2単位　必修

「施設保育実習Ⅰ」 2単位　必修

「保育所保育実習指導Ⅰ」 1単位　必修

「施設保育実習指導Ⅰ」 1単位　必修

「教育実習Ⅱ」 3単位　必修

「家庭支援論」 2単位　必修

「障害児保育」 2単位　必修
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Ｃ　群

Ｄ　群

Ｅ　群

合　計

Ｂ　群

6単位以上

2単位以上

2単位

84単位以上

「宗教学」 2単位　必修

「日本国憲法」 2単位　必修

「情報機器の操作」 2単位　必修

「英語Ⅰ」2単位　必修

「体育」2単位　必修

「社会的養護内容」 1単位　必修

「国語表現法」 1単位　必修

「教育実習概論」 2 単位　必修

「教育実習Ⅰ」 2単位　必修

「保育実習Ⅱ」2 単位と「保育所保育実習指導Ⅱ」1 単位、または、「保育実

習Ⅲ」2 単位と「施設保育実習指導Ⅲ」1 単位のいずれか2 科目3 単位必修

Ａ群

Ｂ群

Ｃ群

Ｄ群

ＢＣＤ群

Ｅ群

合計

17単位以上

6単位以上

2単位以上

7単位以上

2単位

64単位以上

「保育者論」 2単位　必修

「保育指導法」 2単位　必修

「教育相談の基礎」 2単位　必修

「教育実習概論」 2 単位　必修

「教育実習Ⅰ」 2単位　必修

「教育実習Ⅱ」 3単位　必修

「保育・教職実践演習」 2単位　必修

a：「発達心理学」2単位、「教育心理学」1単位、「乳幼児心

理学」2単位の 3 科目の中から 1科目 2単位以上必修

「宗教学」 2単位　必修

「日本国憲法」 2単位　必修

「情報機器の操作」 2単位　必修

「英語Ⅰ」 2単位　必修

選択科目の中から 4科目 7単位以上必修

「体育」 2単位　必修

30単位

（２） 本学において幼稚園教諭免許状のみを取得する場合
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Ａ　群

Ｂ　群

Ｃ　群

Ｄ　群

ＣＤ群

Ｅ　群

合　計

35単位以上

2単位以上

2単位以上

2単位以上

2単位

73単位以上

「保育者論」 2単位　必修

「発達心理学」 2単位　必修

「相談援助」 1単位　必修

「保育相談支援」 1単位　必修

「児童家庭福祉」 2単位　必修

「子どもの保健Ⅰ」 4単位　必修

「子どもの保健Ⅱ」 1単位　必修

「教育心理学」 1単位　必修

「子どもの食と栄養」 2単位　必修

「家庭支援論」 2単位　必修

「社会的養護内容」 1単位　必修

「障害児保育」 2単位　必修

「国語表現法」 1単位　必修

「保育所保育実習Ⅰ」 2単位　必修

「施設保育実習Ⅰ」 2単位　必修

「保育所保育実習指導Ⅰ」 1単位　必修

「施設保育実習指導Ⅰ」 1単位　必修

「保育実習Ⅱ」2 単位と「保育所保育実習指導Ⅱ」1 単位、または、「保育実習

Ⅲ」2単位と「施設保育実習指導Ⅲ」1単位のいずれか 2 科目 3 単位必修

「保育・教職実践演習」 2単位　必修

「児童家庭福祉Ⅱ」「臨床心理学」「乳幼児心理学」「保育指導法」「ピア

ノ・声楽Ⅰ」「ピアノ・声楽Ⅱ」「生活」の中から 1 科目 2 単位以上必修

「宗教学」 2単位　必修

「英語Ⅰ」 2単位　必修

選択 1科目 2単位以上必修

「体育」 2単位　必修

30単位

（３） 本学において保育士資格のみを取得する場合
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教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱ、保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについて

幼稚園教諭二種免許状を取得するには教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱを、保育士資格を取得する
には、保育所保育実習Ⅰ・施設保育実習Ⅰ、及び保育実習Ⅱ又は保育実習Ⅲを履修しなけれ
ばならない。
（１） 実習施設の種別・日数等

（２） 実習施設の決定
実習施設は、東京都・神奈川県など原則として大学周辺の公私立の幼稚園、保育所、

施設等を大学で割りあてる。
（３） 実習についての注意

各実習とも、事前に担当教員並びに教務課から説明があるので十分その指示を受け
なければならない。また、各種書類等の記入や提出など、必要な事務手続きを期限ま
でに行うこと。これらの書類の提出がない場合は、実習に参加することができない。

（４） 保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについては、いずれかを選択する。（いずれか 1 科目しか
履修できない）

（５） なお、保育実習Ⅱの履修にあたっては、保育所保育実習指導Ⅱを履修すること。保
育実習Ⅲの履修にあたっては、施設保育実習指導Ⅲを履修すること。

（６） 保育実習Ⅲを履修するにあたっては、児童家庭福祉Ⅱを必ず履修すること。

実習の種類

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

保育所保育実習Ⅰ

施設保育実習Ⅰ

保育実習Ⅱ

保育実習Ⅲ

必修

必修

必修

選択
必修
選択
必修

幼稚園

（オリエンテーションを含む）

保育所（園）

入所・通所施設

乳児院、母子生活支援施設、児童養護施

設、知的障害児施設、知的障害児通園施

設、自閉症児施設、盲ろうあ児施設、難

聴幼児通園施設、肢体不自由児施設、肢

体不自由児通園施設、肢体不自由児療護

施設、重症心身障害児施設、情緒障害児

短期治療施設、児童自立支援施設、知的

障害者更生施設、知的障害者授産施設、

知的障害者小規模通所授産施設

保育所（園）

入所施設、通所施設、児童厚生施設

2

3

2

2

2

2

（ ）
20

11

11

11

11

見学観察

参加実習

見学観察

参加実習

見学観察

参加実習

参加実習

参加実習

実 習 施 設 の 種 別 単　位　数 日数 内　容

事前事後指
導を含む　

（ ）事前事後指
導を含む　
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資料

幼稚園教諭二種免許状取得の基礎資格および本学における単位履修
（教育職員免許法および同法施行規則による）

基礎資格

学校教育法第百四条第三項に定める短期大学士の学位を有すること。

大学において修得することを必要とする最低単位数

●教科に関する科目　　 4単位以上
本学にて履修する科目

●教職に関する科目　27単位以上

音楽表現Ⅰ　 1単位　
生活　 2単位

音楽表現Ⅱ　 1単位
ピアノ・声楽Ⅰ　 2単位
ピアノ・声楽Ⅱ　 2単位
造形表現Ⅰ　 1単位　

幼児体育　 2単位
造形表現Ⅱ　 1単位
国語表現法　 1 単位

この 9科目より 4単位
以上修得
本学では音楽表現Ⅰ・Ⅱ、造形表現
Ⅰ・Ⅱ、幼児体育は必修となってい
る。

欄

第
2
欄

教職の意義
等に関する
科目

（１） 教職の意義及び教員の役割
（２） 教員の職務内容（研修、服

務及び身分保障等を含む。）
（３） 進路選択に資する各種の

機会の提供等

2 保育者論　　　　　 2

第
3
欄

教育の基礎
理論に関す
る科目

教育課程及
び指導法に
関する科目

（１） 教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想

（３） 教育に関する社会的、制
度的又は経営的事項

（２） 幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程
（障害のある幼児、児童
及び生徒の心身の発達及
び学習の過程を含む。）

（１） 教育課程の意義及び編成
の方法

（２） 保育内容の指導法

（３） 教育の方法及び技術（情報
機器及び教材の活用含む）

4

12

教育原理　　　　 2

教育心理学　　　 2
発達心理学　　 2
乳幼児心理学　　 2

3科目より
2単位

保育課程総論　　　 2

保育内容総論　　 2
保育内容研究 1 2
保育内容研究 2 2
保育内容研究 3 2
保育指導法　　　　 2

免　許　法　上　の　規　程 必　要
単位数 本学にて履修する科目と単位数

第
4
欄



─　　─41

●教育職員免許法施行規則66条の 6に定める科目　 8単位

日本国憲法　 2単位　　体育　 2単位　　外国語コミュニケーション　 2単位

情報機器の操作　 2単位

本学にて履修する科目

日本国憲法　 2単位　　体育　 2単位

英語Ⅰ　 2単位　　情報機器の操作　 2単位

第
5
欄
第
6
欄

教育実習

教職実践
演習

5

2

教育実習概論　　　　 2
教育実習Ⅰ　 2
教育実習Ⅱ 3
保育・教職実践演習　 2

生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

（１） 幼児理解の理論及び方法
（２） 教育相談（カウンセリン

グに関する基礎的な知識
を含む。）の理論及び方法

2 教育相談の基礎　　　　2

第
4
欄
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資料

保育士養成教育課程による教科目と本学開講科目の対応表

厚生労働省が指定した保育士養成課程の教科目と、これに対応して本学で開講し
ている科目の一覧表である。どの教科がどのような目的で開設されているか参考に
してください。

教養科目 外国語、
体育以外の科目

外国語（演習）
体育（講義）

（演習）
小　　計

宗教学
哲学
環境倫理入門
倫理学
文学
社会学
法学
日本国憲法
歴史学
経済学
数学
化学
生活科学
日本語コミュニケーション
心理学
コンピュータ概論
情報機器の操作
英語
体育

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

8 以上

6以上

2以上
1
1

10以上

区分 系　列 教　科　目 設置単位 本学開設科目 履修単位

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

保育の本質・
目的の理解に
関する科目

保育の対象の
理解に関する
科目

保育原理（講義）
教育原理（講義）
児童家庭福祉（講義）
社会福祉（講義）
相談援助（演習）
社会的養護（講義）
保育者論（講義）
保育の心理学Ⅰ（講義）
保育の心理学Ⅱ（演習）
子どもの保健Ⅰ（講義）
子どもの保健Ⅱ（演習）
子どもの食と栄養（演習）
家庭支援論（講義）

保育原理
教育原理
児童家庭福祉
社会福祉
相談援助
社会的養護
保育者論
発達心理学
教育心理学
子どもの保健Ⅰ
子どもの保健Ⅱ
子どもの食と栄養
家庭支援論

2
2
2
2
1
2
2
2
1
4
1
2
2

2
2
2
2
1
2
2
2
1
4
1
2
2

区分 系　列 教　科　目 設置単位 本学開設科目 履修単位
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必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

保育の内容・
方法に関する
科目

保育の表現技
術

保育実習

総合演習
小　計

保育課程論（講義）
保育内容総論（演習）

保育内容演習（演習）

乳児保育（演習）
障害児保育（演習）
社会的養護内容（演習）
保育相談支援（演習）

保育の表現技術（演習）

保育実習Ⅰ（実習）

保育実習指導Ⅰ（演習）

保育実践演習（演習）

保育課程総論
保育内容総論
保育内容研究 1（子ども環境）
保育内容研究 2（子どもの生活・遊び）
保育内容研究 3（子どもの文化）
乳児保育
障害児保育
社会的養護内容
保育相談支援
音楽表現Ⅰ
造形表現Ⅰ
身体表現Ⅰ
国語表現法
保育所保育実習Ⅰ
施設保育実習Ⅰ
保育所保育実習指導Ⅰ
施設保育実習指導Ⅰ
保育・教職実践演習

2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
2
53

2
1

5

2
2
1
1

4

4

2

2
51

選
　
　
択
　
　
必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

各指定保育士
養成施設に
おいて設定

15以上

保育の本質・
目的の理解に
関する科目
保育の対象の
理解に関する
科目
保育の内容・
方法の理解に
関する科目
保育の表現技
術

保育実習

小　計

保育実習Ⅱ（実習）
保育実習指導Ⅱ（演習）
保育実習Ⅲ（実習）
保育実習指導Ⅲ（演習）

2
1
2
1

18以上

児童家庭福祉Ⅱ

乳幼児心理学
臨床心理学

保育指導法

生活
ピアノ・声楽Ⅰ
ピアノ・声楽Ⅱ
音楽表現Ⅱ
造形表現Ⅱ
身体表現Ⅱ
幼児体育
保育実習Ⅱ
保育所保育実習指導Ⅱ
保育実習Ⅲ
施設保育実習指導Ⅲ

2

2
2

2

2
2
2
1
1
1
2
2
1
2
1

9以上

区分 系　列 教　科　目 設置単位 本学開設科目 履修単位





保

育

科

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

科 目 履 修 方 法

保

育

科
履修にあたっての注意

保育科の履修科目が平成23年度から変更になりました。これに伴い、

平成23年度入学生からは新課程での履修、平成22年度入学生は旧課程、

平成21年度以前の入学生は、旧々課程での履修となり、履修すべき科

目が異なります。

したがって、自分の該当ページを確認して、間違いのないように履

修してください。

平
成
22
年
度
入
学
生
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【保育科・平成22年度入学生】

卒業所要単位

卒業するためには 2 年以上在学し、下記の表により総計64単位以上を修得しなけ

ればならない。

Ａ　　群

Ｂ　　群

Ｃ　　群

Ｄ　　群

Ｅ　　群

合　　計

区　分
卒 業 に 必 要 な 単 位

単位合計
必修単位

32

2

2

2

38

選択単位

26以上

26以上

32

30以上

2

64以上
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平成22年度入学生　保育科履修科目一覧

科　　目　　名
音 楽
図 画 工 作
幼 児 体 育
保 育 原 理
教 育 原 理
社 会 福 祉
養 護 原 理
乳 児 保 育
保 育 内 容 総 論
保 育 課 程 総 論
保 育 内 容 研 究 1.
保 育 内 容 研 究 2.
保 育 内 容 研 究 3.
仏 教 保 育
身 体 表 現
保 育 者 論
発 達 心 理 学
社 会 福 祉 援 助 技 術
児 童 福 祉
小 児 保 健
児 童 福 祉 Ⅱ
教 育 心 理 学
臨 床 心 理 学
小 児 栄 養
精 神 保 健
乳 幼 児 心 理 学
保 育 指 導 法
保 育 相 談 の 基 礎
家 族 援 助 論
養 護 内 容
障 害 児 保 育
ピ ア ノ ・ 声 楽 Ⅰ
ピ ア ノ ・ 声 楽 Ⅱ
生 活
国 語 表 現 法
保 育 実 習 論
保 育 実 習 Ⅰ
教 育 実 習 概 論
教 育 実 習 Ⅰ
教 育 実 習 Ⅱ

保 育 実 習 Ⅱ
保 育 実 習 Ⅲ
教 職 実 践 演 習
宗 教 学
哲 学
文 学
環 境 倫 理 入 門
社 会 学
経 済 学
日 本 国 憲 法
歴 史 学
心 理 学
生 活 科 学
日本語コミュニケーション
情 報 機 器 の 操 作
英語Ⅰ（英 語 講 読) 
〃　（ Ｌ　Ｌ　）

英語Ⅱ（保育の英語）
体 育

科　　目　　名学年
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
2
1
2
1
2
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
1
1
1
2

単位
2
2
2
4
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
5
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
5
2
2
3

2
2
2
1
1
1
1
1
1
2
2
1
2
1
1
1
1
2
1

学年
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

単位群

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

群

合計64単位以上
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平成23年度　保育科開講科目及び担当者

クラス編成

Ａ 1組
Ａ 2組
Ｂ 1組
Ｂ 2組
Ｃ 1組
Ｃ 2組
Ｄ 1組
Ｄ 2組

Ａ 1組
Ａ 2組
Ｂ 1組
Ｂ 2組
Ｃ 1組
Ｃ 2組
Ｄ 1組
Ｄ 2組

Ａ 1組
Ａ 2組
Ｂ 1組
Ｂ 2組
Ｃ 1組
Ｃ 2組
Ｄ 1組
Ｄ 2組

前期
瀬川
猪俣

鈴木（康）
朴

鈴木（康）
朴
瀬川
猪俣

後期
鈴木（康）
朴
瀬川
猪俣
瀬川
猪俣

鈴木（康）
朴

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

Ａ　組

Ｂ　組

Ｃ　組

Ｄ　組

岡　u
渡　邉
大　地
岡　u
岡　u
井　口
堺
堺

清　水
加藤（裕）
石　賀
石　賀
清　水
柳　川
柳　川
加藤（裕）

神　田

神　田

2年次1年次
備考

免許・資格 開講期卒　業

単位数 幼免
必修 保育士

必修 選択

担　当　者科　目　名

音　　　　　楽

2 ◯ イ 通年

2 ◯ ア 通年

図　画　工　作

幼　児　体　育

保　育　原　理

社　会　福　祉

教　育　原　理

養　護　原　理

乳　児　保　育

〈Ａ　群〉必修32単位 （ 1・2 年生）

2 ◯ ア 通年

4

2

2

ア

ア◯

前期

前期

ア 通年

2 ア 後期

2 ア 通年



保育内容研究 1

（子どもの環境）

2 ◯ ア

人間
関係

環境

必修
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Ａ　組

Ｂ　組

Ｃ　組

Ｄ　組

前期）
Ａ・B組 神田・早川
Ｃ・D組 神田・早川
後期）
Ａ・Ｂ組 山室・田野岡
Ｃ・Ｄ組 山室・田野岡

保育内容総論 2 ◯ ア 通年

Ａ組

Ｂ組

Ｃ組

Ｄ組

前Ｂ組・後Ａ組

前Ｃ組・後Ｄ組

前Ａ組・後Ｂ組

前Ｄ組・後Ｃ組

前Ａ組・前Ｄ組

後Ｂ組・後Ｃ組

前Ａ 2組・後Ａ 1組

前Ｂ 1組・後Ｂ 2組

前Ｃ 1 組・後Ｃ 2組

前Ｄ 2組・後Ｄ 1組

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

Ａ　組

Ｂ　組

Ｃ　組

Ｄ　組

前Ｂ組・後Ａ組

前Ｃ組・後Ｄ組

前Ａ 1組・後Ａ 2組

前Ｄ 1組・後Ｄ 2組

前Ｂ 2組・後Ｂ 1組

前Ｃ 2組・後Ｃ 1組

百　瀬

百　瀬

細　田

細　田

鮫　島

鮫　島

石　賀

石　賀

井　口

井　口

井　口

井　口

保育課程総論

保育内容研究 3

（子どもの文化）

仏　教　保　育

身　体　表　現

保育内容研究 2

（子どもの生活・遊び）

2

2

2

2

2

◯

◯

◯

ア

イ

イ

前期

通年

通年

通年

通年

後期

（ 1・2 年生）

健康

造形

言葉

音楽

クラス編成
2年次1年次

備考

免許・資格 開講期卒　業

単位数 幼免
必修 保育士

選択

担　当　者科　目　名

前期 後期
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Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

山室・山崎
山室・山崎

保 育 者 論 2 ◯ 後期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

発 達 心 理 学 2 a ア 前期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

前　澤
前　澤

児 童 福 祉 2 ア 後期

通年

全　組 辻

藤田（雅）
藤田（雅）

藤田（雅）
藤田（雅）
藤田（雅）
藤田（雅）

臨 床 心 理 学 2 イ 後期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

教 育 心 理 学 2 a ア 後期

全　組 比　嘉児 童 福 祉 Ⅱ 2 イ 前期

Ａ 1組
Ａ 2組
Ｂ 1組
Ｂ 2組
Ｃ 1組
Ｃ 2組
Ｄ 1組
Ｄ 2組

佐藤（和）
佐藤（和）
福　留
佐藤（光）
福　留
佐藤（光）
遠　座
遠　座

小 児 保 健 5 ア

後期

Ａ　組

Ｂ　組

Ｃ　組

Ｄ　組

坂　本

坂　本

坂　本

坂　本

社会福祉援助技術 2 ア 通年

（ 1・2 年生）〈Ｂ　群〉

クラス編成
2年次1年次

備考

免許・資格 開講期卒　業

単位数 幼免
必修 保育士

必修 選択

担　当　者科　目　名

Ａ　組　
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

小 児 栄 養 2 ア

前期

後期



単位数

必修 選択
保育士幼免

必修
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Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ　組
B 組
C 組
D 組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ　組　
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組
Ａ　組　
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組
Ａ 1 組　
Ａ 2 組　
Ｂ 1 組
Ｂ 2 組
Ｃ 1 組
Ｃ 2 組
Ｄ 1 組
Ｄ 2 組
Ａ　組　
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
全　組
全　組

前　澤
前　澤
斎　藤
斎　藤
土　橋
t橋（貴）
t橋（貴）
土　橋

細川・上田
細川・上田
上　田
上　田
比　嘉
伊藤（弘）
比　嘉
伊藤（弘）
細　川
細　川
細　川
細　川

大　地
堀
堀

大　地
佐藤（英）
佐藤（英）
松　本

精 神 保 健

乳幼児心理学

保 育 指 導 法

保育相談の基礎

家 族 援 助 論

養 護 内 容

障 害 児 保 育

ピアノ・声楽Ⅰ

ピアノ・声楽Ⅱ

生 活

国 語 表 現 法
保 育 実 習 論

2

2

2

2

2

1

1

2

2

2

2
2

ア

イ

イ

ア

ア

ア

イ

イ

イ

イ
イ

後期

前期

前期

後期

前期

後期

前期

通年

前期

後期
前期

通年

a

○

○

（ 1・2 年生）

クラス編成
2年次1年次

備考

免許・資格 開講期卒　業

担　当　者科　目　名

上田・細川・比嘉・早川・橋本
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（注）
1．aについては、別項「教育職員免許状及び保育士資格について」を参照。
2．保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲの種別期間等は別項「教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱ、保育実習

Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについて」を参照
3．保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲの履修にあたっては、保育実習論を必ず履修すること。
4．保育士に関する科目について

アは必修科目
イは選択必修科目。6単位以上（本学では厚生労働省の規程の 8 単位のうち 2 単位は保育実習論
となる。他に、図画工作、保育内容研究 3 、身体表現が卒業必修科目）
ウは選択必修科目。 2科目より 1科目必修

5．保育実習Ⅲの履修にあたっては、児童福祉Ⅱを必ず履修すること。

山室・井口・松本・朴・
佐藤（英）・早川・石賀

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組
Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組
Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組
Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組
全　組
全　組

全　組

保 育 実 習 Ⅰ
（事前事後指導を含む）

教育実習概論

教 育 実 習 Ⅰ
（事前事後指導を含む）

教 育 実 習 Ⅱ
（事前事後指導を含む）

保 育 実 習 Ⅱ
保 育 実 習 Ⅲ
教職実践演習
（ 幼 稚 園 ）

5

2

2

3

2
2

2

○

○

○

○

ア

ウ
ウ

ア

後期

前期

後期

前期

※
※

後期

本年度閉講科目：保育原理Ⅱ、養護原理Ⅱ、小児保健Ⅱ、児童文化、家庭管理、生涯教育、青年心理学、
保育内容研究 4・ 5・ 6 ・ 7、保育研究、乳児保育Ⅱ、総合演習

山田（吉）・山室・松本・朴・佐藤（英）
山田（吉）・山室・松本・朴・佐藤（英）
山田（吉）・山室・松本・朴・佐藤（英）
山田（吉）・山室・松本・朴・佐藤（英）

細川・早川・橋本
上田・比嘉

（ 1・2 年生）

クラス編成
2年次1年次

備考

免許・資格 開講期卒　業

単位数 幼免
必修 保育士

必修 選択

担　当　者科　目　名

上田・細川・比嘉・早川・橋本
上田・細川・比嘉・早川・橋本
上田・細川・比嘉・早川・橋本
上田・細川・比嘉・早川・橋本



Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

藤田（尚）

藤田（尚）

宗 教 学
（実践行持を含む）

日 本 国 憲 法

情報機器の操作

本年度閉講科目：数学、倫理学、法学、化学、コンピュータ概論

2 前期

全　組哲 学 2 前期

全　組文 学 2 前期

全　組環境倫理入門 2 前期

全　組社 会 学 2 前期

全　組経 済 学 2 前期

2 ◯

全　組 工　藤歴 史 学 2 後期

全　組心 理 学 2 後期

全　組

全　組

吉　江生 活 科 学

日本語コミュニケーション

2

2 後期

後期

Ａ 1 組

Ａ 2 組

Ｂ 1 組

Ｂ 2 組

Ｃ 1 組

Ｃ 2 組

Ｄ 1 組

Ｄ 2 組

2 ◯

前期

前期

前期

後期

後期

後期

前期

後期

前期　

（ 1・2 年生）〈Ｃ　群〉

クラス編成
2年次1年次

備考

免許・資格 開講期卒　業

単位数 幼免
必修 保育士

必修 選択

担　当　者科　目　名
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※外国語の履修上の注意

〈英語〉

卒業するためには、 1年次に英語Ⅰ必修 2単位を修得しなければならない。 2 年

次に英語Ⅱ選択 2 単位が修得できる。なお希望者は 2年間に英語Ⅰ・Ⅱあわせて選

択 8単位まで修得できる。

1 年次の学生は「英語Ⅰ」の英語講読・LLの 2 種類の中から 1 種類を履修する。

2 年次の学生は「英語Ⅱ」の保育の英語を履修する。

1クラスの定員を英語Ⅰは45人までとし、英語Ⅱは30人までとする。

「英検 2級以上」に合格し、既修得単位を認定された者は、既に「英語Ⅰ」を修

得したものとみなすことができる。

・英語の講義内容

〈英語Ⅰ〉

言葉も文化も考え方も違う人々がお互いの心を通わせ、理解し合うには、まず言

葉、特に英語を身につけることが大切である。すべての学生が英語によるコミュニ

英　　語　　Ⅱ

（保育の英語）

2

単位数

必修 1年次2年次選択
クラス編成

開講期
担　当　者科　目　名

英　　語　　Ⅰ

（英 語 講 読）

（ Ｌ　Ｌ　）

（英　会　話）

2

Ａ 1

Ａ 2

Ａ 3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｃ 3

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ 1

Ｅ 2

通年

通年

閉　講

小　倉

小　倉

（ 1・2 年生）〈Ｄ　群〉

免許・資格

幼免
必修

保育士
必修

○ ○
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ケーションが出来るよう、生きた英語教育を行う。

（英語講読） 〔内容の正しい理解を目的としてテキストの精読、速読を中心

とするクラス。〕

（ L L ） 〔テープ及びビデオ教材による発音と聴取の基礎訓練を中心と

するクラス。〕

〈英語Ⅱ〉

保育の現場でのコミュニケーションに役立つ英語を総合的に学ぶ。特に外国人の

子供や保護者と関わる時に必要性が高いと思われる内容について学習する。また、

英語の童謡、童話についても触れたい。

時代の要請を考え、英語Ⅱを履修することが強く望まれる。

開講期 担当者科　目　名

体　　　　　育

体育実技保健コース

2 ◯ ◯

Ａ組

Ｂ組

Ｃ組

Ｄ組

全組

通　年

通　年

卒　業
単位数

免許・資格

必修 選択
幼免
必修

保育士
必修

備考
クラス

編　成

〈Ｅ　群〉 （ 1年生）

※体育の履修上の注意

①　実技と講義からなる。いずれも各々の所属するクラスで受講するものとする。

②　前期、後期をさらに前半と後半の 4 期に分け、その中の 1 期で講義を行い、

残りの 3期で実技を行う。

③　実技について

イ）病気療養中等、健康上の理由により通常の運動が不可能な場合は、保健

コース（運動軽減クラス）で履修することもできる。なお、保健コース

での履修を希望する者は、履修登録時に教務課に申し出ること。

ロ）服装等に関しては、オリエンテーションの中で指示する。

＊全体の履修上の注意

・遅刻は30分以内で、3 回につき 1 回の欠席扱いとする。
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教育職員免許状及び保育士資格について

保育科で取得できる免許状及び資格には、幼稚園教諭二種免許状と保育士資格が

ある。卒業に必要な取得単位は64単位であるが、保育科のカリキュラムは幼稚園教

諭二種免許状と保育士資格を取得することを前提に編成しているので、履修にあた

ってはこの免許状と資格の二種類を取得することが望ましい。なお、いずれにおい

ても短期大学士の学位（卒業と同時に取得）が基礎資格として必要となる。

（１） 本学において幼稚園教諭免許状と保育士資格を取得する場合
幼稚園教諭免許状と保育士資格を取得するための履修方法は下記の表の通りで

ある。下記の所要単位数には、卒業所要単位が含まれている。

Ａ　群

Ｂ　群 45単位以上

32単位

「保育者論」 2単位　必修

「保育相談の基礎」 2単位　必修

「発達心理学」 2単位　必修

「社会福祉援助技術」 2単位　必修

「児童福祉」 2単位　必修

「小児保健」 5単位　必修　　

「教育心理学」 2単位　必修

「小児栄養」 2単位　必修

「精神保健」 2単位　必修

「保育指導法」 2単位　必修

「教職実践演習（幼稚園）」2単位　必修

「保育実習Ⅰ」 5単位　必修

「教育実習Ⅱ」 3単位　必修

「保育実習論」 2単位　必修

「家族援助論」 2単位　必修

「障害児保育」 1単位　必修

「養護内容」 1単位　必修

「教育実習概論」 2 単位　必修

「教育実習Ⅰ」 2単位　必修

「保育実習Ⅱ」、「保育実習Ⅲ」から1科目2単位必修
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Ｃ　群

Ｄ　群

Ｅ　群

合　計

6単位以上

2単位以上

2単位

87単位以上

「宗教学」 2単位　必修

「日本国憲法」 2単位　必修

「情報機器の操作」 2単位　必修

「英語Ⅰ」2単位　必修

「体育」2単位　必修

Ａ群

Ｂ群

Ｃ群

Ｄ群

ＢＣＤ群

Ｅ群

合計

17単位以上

6単位以上

2単位以上

5単位以上

2単位

64単位以上

「保育者論」 2単位　必修

「保育指導法」 2単位　必修

「保育相談の基礎」 2単位　必修

「教育実習概論」 2 単位　必修

「教育実習Ⅰ」 2単位　必修

「教育実習Ⅱ」 3単位　必修

「教職実践演習（幼稚園）」 2単位　必修

a：「発達心理学」、「教育心理学」、「乳幼児心理学」の 3 科

目の中から 1科目 2単位以上必修

「宗教学」 2単位　必修

「日本国憲法」 2単位　必修

「情報機器の操作」 2単位　必修

「英語Ⅰ」 2単位　必修

選択科目の中から 3科目 5単位以上必修

「体育」 2単位　必修

32単位

（２） 本学において幼稚園教諭免許状のみを取得する場合
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Ａ　群

Ｂ　群

Ｃ　群

Ｄ　群

ＣＤ群

Ｅ　群

合　計

32単位以上

2単位以上

2単位以上

2単位以上

2単位

72単位以上

「発達心理学」 2単位　必修

「社会福祉援助技術」 2単位　必修

「児童福祉」 2単位　必修

「小児保健」 5単位　必修　　

「教育心理学」 2単位　必修

「小児栄養」 2単位　必修

「精神保健」 2単位　必修

「家族援助論」 2単位　必修

「養護内容」 1単位　必修

「障害児保育」 1単位　必修

「保育実習論」 2単位　必修

「保育実習Ⅰ」 5単位　必修

「保育実習Ⅱ」、「保育実習Ⅲ」から 1科目 2単位必修

「教職実践演習（幼稚園）」 2単位　必修

「宗教学」 2単位　必修

「英語Ⅰ」 2単位　必修

選択 1科目 2単位以上必修

「体育」 2単位　必修

32単位

（３） 本学において保育士資格のみを取得する場合

なお「児童福祉Ⅱ」「臨床心理学」「乳幼児心理学」「保育指導法」「ピアノ・声楽

Ⅰ」「ピアノ・声楽Ⅱ」「生活」「国語表現法」は保育士の選択必修科目として開設

されている。
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教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱ、保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについて

幼稚園教諭二種免許状を取得するには教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱを、保育士資格を取

得するには、保育実習Ⅰ、及び保育実習Ⅱ又は保育実習Ⅲを履修しなければならない。

（１） 実習施設の種別・日数等

実習の種類

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

保育実習Ⅰ

保育実習Ⅱ

保育実習Ⅲ

幼稚園

（オリエンテーションを含む）

保育所（園）

入所・通所施設

乳児院、母子生活支援施設、児童養護施

設、知的障害児施設、盲ろうあ児施設、

肢体不自由児施設、重症心身障害児施設、

情緒障害児短期治療施設、児童自立支援

施設、知的障害者更生施設（入所）、知的

障害者授産施設（入所）

保育所（園）

入所施設、通所施設、児童厚生施設

2

3

5

2

2

（ ）
20

11

11

11

11

見学観察

参加実習

見学観察

参加実習

参加実習

参加実習

実 習 施 設 の 種 別 単　位　数 日数 内　容

事前事後指
導を含む　

（ ）事前事後指
導を含む　

（ ）事前事後指
導を含む

（２） 実習施設の決定
実習施設は、東京都・神奈川県など原則として大学周辺の公私立の幼稚園、保
育所、入所・通所施設等を大学で割りあてる。

（３） 実習についての注意
各実習とも、事前に担当教員並びに教務課から説明があるので十分その指示を

受けなければならない。また、各種書類等の記入や提出など、必要な事務手続き
を期限までに行うこと。これらの書類の提出がない場合は、実習に参加すること
ができない。

（４） 保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについては、いずれかを選択する。
（５） 保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲの履修にあたっては、保育実習論の履修が条件となる
ので、必ず履修すること。
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資料

幼稚園教諭二種免許状取得の基礎資格および本学における単位履修
（教育職員免許法および同法施行規則による）

基礎資格

学校教育法第百四条第三項に定める短期大学士の学位を有すること。

大学において修得することを必要とする最低単位数

●教科に関する科目　　 4単位以上
本学にて履修する科目

●教職に関する科目　27単位以上

音楽　　 2単位　生活　 2単位
ピアノ・声楽Ⅰ　 2単位
ピアノ・声楽Ⅱ　 2単位
図画工作　 2単位　幼児体育　 2単位
国語表現法　 2 単位

この 7科目より 2科目 4単位
以上修得
本学では音楽、図画工作、幼児体
育は必修となっている。

欄

第
2
欄

教職の意義
等に関する
科目

（１） 教職の意義及び教員の役
割

（２） 教員の職務内容（研修、
服務及び身分保障等を含
む。）

（３） 進路選択に資する各種の
機会の提供等

2 保育者論　　　　　 2

第
3
欄

教育の基礎
理論に関す
る科目

教育課程及
び指導法に
関する科目

（１） 教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想

（３） 教育に関する社会的、制
度的又は経営的事項

（２） 幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程
（障害のある幼児、児童
及び生徒の心身の発達及
び学習の過程を含む。）

（１） 教育課程の意義及び編成
の方法

（２） 保育内容の指導法

（３） 教育の方法及び技術（情報
機器及び教材の活用含む）

4

12

教育原理　　　　 2

教育心理学　　　 2
発達心理学　　 2
乳幼児心理学　　 2

3科目より
いずれか 1
科目 2単位

保育課程総論　　　 2

保育内容総論　　 2
保育内容研究 1 2
保育内容研究 2 2
保育内容研究 3 2
保育指導法　　　　 2

免　許　法　上　の　規　程 必　要
単位数 本学にて履修する科目と単位数

第
4
欄
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●教育職員免許法施行規則66条の 6に定める科目　 8単位

日本国憲法　 2単位　　体育　 2単位　　外国語コミュニケーション　 2単位

情報機器の操作　 2単位

本学にて履修する科目

日本国憲法　 2単位　　体育　 2単位

英語Ⅰ　 2単位　　情報機器の操作　 2単位

第
5
欄
第
6
欄

教育実習

教職実践
演習

5

2

教育実習概論　　　　 2
教育実習Ⅰ　 2
教育実習Ⅱ 3
教職実践演習（幼稚園） 2

生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

（１） 幼児理解の理論及び方法
（２） 教育相談（カウンセリン

グに関する基礎的な知識
を含む。）の理論及び方法

2 保育相談の基礎　　　　2

第
4
欄
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資料

保育士養成教育課程による教科目と本学開講科目の対応表

厚生労働省が指定した保育士養成課程の教科目と、これに対応して本学で開講し

ている科目の一覧表である。どの教科がどのような目的で開設されているか参考に

してください。

教養科目 外国語、
体育以外の科目

外国語（演習）
体育（講義）

（演習）
小　　計

宗教学
哲学
環境倫理入門
倫理学
文学
社会学
法学
日本国憲法
歴史学
経済学
数学
化学
生活科学
日本語コミュニケーション
心理学
コンピュータ概論
情報機器の操作
英語（演習）
体育

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

8 以上

6以上

2以上
1
1

10以上

区分 系　列 教　科　目 設置単位 本学開設科目 履修単位

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

保育の本質・
目的の理解に
関する科目

保育の対象の
理解に関する
科目

社会福祉（講義）
社会福祉援助技術（演習）
児童福祉（講義）
保育原理（講義）
養護原理（講義）
教育原理（講義）
発達心理学（講義）
教育心理学（講義）
小児保健（講義・実習）
小児栄養（演習）
精神保健（講義）
家族援助論（講義）

社会福祉
社会福祉援助技術
児童福祉
保育原理
養護原理
教育原理
発達心理学
教育心理学
小児保健
小児栄養
精神保健
家族援助論

2
2
2
4
2
2
2
2
5
2
2
2

2
2
2
4
2
2
2
2
5
2
2
2

区分 系　列 教　科　目 設置単位 本学開設科目 履修単位
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必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

保育の内容・
方法の理解に
関する科目

基礎技能

保育実習
総合演習
小　計

保育内容（演習）

乳児保育（演習）
障害児保育（演習）
養護内容（演習）
基礎技能（演習）

保育実習（実習）
総合演習（演習）

保育内容総論
保育内容研究 1
保育内容研究 2
乳児保育
障害児保育
養護内容
音楽
幼児体育
保育実習Ⅰ
教職実践演習

2
2
2
2
1
1
2
2
5
2
50

6

2
1
1
4

5
2
50

選
　
　
択
　
　
必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

各指定保育士
養成施設に
おいて設定

17以上

保育の本質・
目的の理解に
関する科目
保育の対象の
理解に関する
科目

保育の内容・
方法の理解に
関する科目

基礎技能

保育実習

小　計

保育実習Ⅱ（実習）
保育実習Ⅲ（実習）

2
2

19以上

児童福祉Ⅱ
保育原理Ⅱ
養護原理Ⅱ
乳幼児心理学　
臨床心理学　
青年心理学
小児保健Ⅱ
保育指導法
保育内容研究 3
保育実習論
保育研究
乳児保育Ⅱ
保育内容研究 4
保育内容研究 5
保育内容研究 6
保育内容研究 7
児童文化
家庭管理
図画工作
身体表現
ピアノ・声楽Ⅰ
ピアノ・声楽Ⅱ
生活
国語表現法
保育実習Ⅱ
保育実習Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

10以上

区分 系　列 教　科　目 設置単位 本学開設科目 履修単位





保

育

科

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

科 目 履 修 方 法

保

育

科
履修にあたっての注意

保育科の履修科目が平成23年度から変更になりました。これに伴い、

平成23年度入学生からは新課程での履修、平成22年度入学生は旧課程、

平成21年度以前の入学生は、旧々課程での履修となり、履修すべき科

目が異なります。

したがって、自分の該当ページを確認して、間違いのないように履

修してください。

平
成
21
年
度
以
前
の
入
学
生
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【保育科・平成21年度以前の入学生】

卒業所要単位

卒業するためには 2 年以上在学し、下記の表により総計64単位以上を修得しなけ

ればならない。

Ａ　　群

Ｂ　　群

Ｃ　　群

Ｄ　　群

Ｅ　　群

合　　計

区　分
卒 業 に 必 要 な 単 位

単位合計
必修単位

32

2

2

2

38

選択単位

26以上

26以上

32

30以上

2

64以上



─　　─67

平成21年度以前の入学生　保育科履修科目一覧

科　　目　　名
音 楽
図 画 工 作
幼 児 体 育
保 育 原 理
教 育 原 理
社 会 福 祉
養 護 原 理
乳 児 保 育
保 育 内 容 総 論
保 育 課 程 総 論
保 育 内 容 研 究 1.
保 育 内 容 研 究 2.
保 育 内 容 研 究 3.
仏 教 保 育
身 体 表 現
保 育 者 論
発 達 心 理 学
社 会 福 祉 援 助 技 術
児 童 福 祉
小 児 保 健
児 童 福 祉 Ⅱ
教 育 心 理 学
臨 床 心 理 学
小 児 栄 養
精 神 保 健
乳 幼 児 心 理 学
保 育 指 導 法
保 育 相 談 の 基 礎
家 族 援 助 論
養 護 内 容
障 害 児 保 育
ピ ア ノ ・ 声 楽 Ⅰ
ピ ア ノ ・ 声 楽 Ⅱ
生 活
国 語 表 現 法
保 育 実 習 論
保 育 実 習 Ⅰ
教 育 実 習 Ⅰ
教 育 実 習 Ⅱ
保 育 実 習 Ⅱ

科　　目　　名
保 育 実 習 Ⅲ
総 合 演 習
宗 教 学
哲 学
文 学
環 境 倫 理 入 門
社 会 学
経 済 学
日 本 国 憲 法
歴 史 学
心 理 学
生 活 科 学
情 報 機 器 の 操 作
英語Ⅰ（英 語 講 読) 
〃　（ Ｌ　Ｌ　）

英語Ⅱ（保育の英語）
体 育

学年
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
2
1
2
1
2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
2
1
2
2
2
2
1
1
2
2

単位
2
2
2
4
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
5
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
5
2
5
2

学年
2
2
1
1
1
1
1
1
2
2
1
2
1
1
1
2
1

単位
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

群

Ａ

Ｂ

群

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

合計64単位以上
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平成23年度　保育科開講科目及び担当者

クラス編成

Ａ 1組
Ａ 2組
Ｂ 1組
Ｂ 2組
Ｃ 1組
Ｃ 2組
Ｄ 1組
Ｄ 2組

Ａ 1組
Ａ 2組
Ｂ 1組
Ｂ 2組
Ｃ 1組
Ｃ 2組
Ｄ 1組
Ｄ 2組

Ａ 1組
Ａ 2組
Ｂ 1組
Ｂ 2組
Ｃ 1組
Ｃ 2組
Ｄ 1組
Ｄ 2組

前期
瀬川
猪俣
鈴木（康）
朴

鈴木（康）
朴
瀬川
猪俣

後期
鈴木（康）
朴
瀬川
猪俣
瀬川
猪俣
鈴木（康）
朴

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

Ａ　組

Ｂ　組

Ｃ　組

Ｄ　組

2年次1年次
備考

免許・資格 開講期卒　業

単位数 幼免
必修 保育士

必修 選択

担　当　者科　目　名

音　　　　　楽

2 ◯ イ 通年

2 ◯ ア 通年

図　画　工　作

幼　児　体　育

保　育　原　理

社　会　福　祉

教　育　原　理

養　護　原　理

乳　児　保　育

〈Ａ　群〉必修32単位 （ 1・2 年生）

2 ◯ ア 通年

4

2

2

ア

ア◯

前期

前期

ア 通年

2 ア 後期

2 ア 通年
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保育内容研究 1

（子どもの環境）

2 ◯ ア

人間
関係

環境

必修

Ａ　組

Ｂ　組

Ｃ　組

Ｄ　組

保育内容総論 2 ◯ ア 通年

Ａ組

Ｂ組

Ｃ組

Ｄ組

前Ｂ組・後Ａ組

前Ｃ組・後Ｄ組

前Ａ組・後Ｂ組

前Ｄ組・後Ｃ組

前Ａ組・前Ｄ組

後Ｂ組・後Ｃ組

前Ａ 2組・後Ａ 1組

前Ｂ 1組・後Ｂ 2組

前Ｃ 1 組・後Ｃ 2組

前Ｄ 2組・後Ｄ 1組

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

Ａ　組

Ｂ　組

Ｃ　組

Ｄ　組

前Ｂ組・後Ａ組

前Ｃ組・後Ｄ組

前Ａ 1組・後Ａ 2組

前Ｄ 1組・後Ｄ 2組

前Ｂ 2組・後Ｂ 1組

前C 2 組・後Ｃ 1組

百　瀬

百　瀬

細　田

細　田

鮫　島

鮫　島

石　賀

石　賀

井　口

井　口

井　口

井　口

保育課程総論

保育内容研究 3

（子どもの文化）

仏　教　保　育

身　体　表　現

保育内容研究 2

（子どもの生活・遊び）

2

2

2

2

2

◯

◯

◯

ア

イ

イ

前期

通年

通年

通年

通年

後期

（ 1・2 年生）

健康

造形

言葉

音楽

クラス編成
2年次1年次

備考

免許・資格 開講期卒　業

単位数 幼免
必修 保育士

選択

担　当　者科　目　名

前期 後期
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Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

山室・山崎
山室・山崎

保 育 者 論 2 ◯ 後期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

発 達 心 理 学 2 a ア 後期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

前　澤
前　澤　

児 童 福 祉 2 ア 後期

通年

全　組 辻

藤田（雅）
藤田（雅）

藤田（雅）
藤田（雅）
藤田（雅）
藤田（雅）

臨 床 心 理 学 2 イ 後期

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

教 育 心 理 学 2 a ア 前期

全　組 比　嘉児 童 福 祉 Ⅱ 2 イ 前期

Ａ 1組
Ａ 2組
Ｂ 1組
Ｂ 2組
Ｃ 1組
Ｃ 2組
Ｄ 1組
Ｄ 2組

佐藤（和）
佐藤（和）
福　留
佐藤（光）
福　留
佐藤（光）
遠　座
遠　座

小 児 保 健 5 ア

後期

Ａ　組

Ｂ　組

Ｃ　組

Ｄ　組

坂　本

坂　本

坂　本

坂　本

社会福祉援助技術 2 ア 通年

（ 1・2 年生）〈Ｂ　群〉

クラス編成
2年次1年次

備考

免許・資格 開講期卒　業

単位数 幼免
必修 保育士

必修 選択

担　当　者科　目　名

Ａ　組　
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組

小 児 栄 養 2 ア

前期

後期
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単位数

必修 選択
保育士幼免

必修

Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ　組
B 組
C 組
D 組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
Ａ　組　
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組
Ａ　組　
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組
Ａ 1 組　
Ａ 2 組　
Ｂ 1 組
Ｂ 2 組
Ｃ 1 組
Ｃ 2 組
Ｄ 1 組
Ｄ 2 組
Ａ　組　
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組
Ａ・Ｂ組
Ｃ・Ｄ組
全　組
全　組

前　澤
前　澤

土　橋
t橋（貴）
t橋（貴）
土　橋

細川・上田
細川・上田
上　田
上　田
比　嘉
伊藤（弘）
比　嘉
伊藤（弘）
細　川
細　川
細　川
細　川

大　地
堀
堀

大　地
佐藤（英）
佐藤（英）
松　本

精 神 保 健

乳幼児心理学

保 育 指 導 法

保育相談の基礎

家 族 援 助 論

養 護 内 容

障 害 児 保 育

ピアノ・声楽Ⅰ

ピアノ・声楽Ⅱ

生 活

国 語 表 現 法
保 育 実 習 論

2

2

2

2

2

1

1

2

2

2

2
2

ア

イ

イ

ア

ア

ア

イ

イ

イ

イ
イ

後期

前期

後期

前期

後期

前期

通年

前期

後期
前期

前期

通年

a

○

○

（ 1・2 年生）

クラス編成
2年次1年次

備考

免許・資格 開講期卒　業

担　当　者科　目　名

上田・細川・比嘉・早川・橋本
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斎　藤

（注）
1．aについては、別項「教育職員免許状及び保育士資格について」を参照。
2．保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲの種別期間等は別項「教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱ、保育実習

Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについて」を参照
3．保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲの履修にあたっては、保育実習論を必ず履修すること。
4．保育士に関する科目について

アは必修科目
イは選択必修科目。 6単位以上（本学では厚生労働省の規程の 8単位のうち 2単位は保育実習
論となる。他に、図画工作、保育内容研究 3 、身体表現が卒業必修科目）

ウは選択必修科目。 2科目より 1科目必修
5．保育実習Ⅲの履修にあたっては、児童福祉Ⅱを必ず履修すること。

Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組
Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組
Ａ　組
Ｂ　組
Ｃ　組
Ｄ　組
全　組
全　組
全　組

保 育 実 習 Ⅰ
（事前事後指導を含む）

教 育 実 習 Ⅰ
（事前事後指導を含む）

教 育 実 習 Ⅱ
（事前事後指導を含む）

保 育 実 習 Ⅱ
保 育 実 習 Ⅲ
総 合 演 習

5

2

5

2
2
2

○

○

○

ア

ウ
ウ
ア

後期

後期

前期

※
※
通年

本年度閉講科目：保育原理Ⅱ、養護原理Ⅱ、小児保健Ⅱ、児童文化、家庭管理、生涯教育、青年心理学、
保育内容研究 4・ 5・ 6 ・ 7、保育研究、乳児保育Ⅱ

山田（吉）・山室・松本・朴・佐藤（英）
山田（吉）・山室・松本・朴・佐藤（英）
山田（吉）・山室・松本・朴・佐藤（英）
山田（吉）・山室・松本・朴・佐藤（英）

細川・早川・橋本
上田・比嘉

（ 1・2 年生）

クラス編成
2年次1年次

備考

免許・資格 開講期卒　業

単位数 幼免
必修 保育士

必修 選択

担　当　者科　目　名

上田・細川・比嘉・早川・橋本
上田・細川・比嘉・早川・橋本
上田・細川・比嘉・早川・橋本
上田・細川・比嘉・早川・橋本
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Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

Ａ・Ｂ組

Ｃ・Ｄ組

藤田（尚）

藤田（尚）

宗 教 学
（実践行持を含む）

日 本 国 憲 法

情報機器の操作

本年度閉講科目：数学、倫理学、法学、化学、コンピュータ概論

2 前期

全　組哲 学 2 前期

全　組文 学 2 前期

全　組環境倫理入門 2 前期

全　組社 会 学 2 前期

全　組経 済 学 2 前期

2 ◯

全　組 工　藤歴 史 学 2 後期

全　組心 理 学 2 後期

全　組 吉　江生 活 科 学 2 後期

Ａ 1 組

Ａ 2 組

Ｂ 1 組

Ｂ 2 組

Ｃ 1 組

Ｃ 2 組

Ｄ 1 組

Ｄ 2 組

2 ◯

前期

前期

前期

後期

後期

後期

前期

後期

前期　

（ 1・2 年生）〈Ｃ　群〉

クラス編成
2年次1年次

備考

免許・資格 開講期卒　業

単位数 幼免
必修 保育士

必修 選択

担　当　者科　目　名
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※外国語の履修上の注意

〈英語〉

卒業するためには、 1年次に英語Ⅰ必修 2単位を修得しなければならない。 2 年

次に英語Ⅱ選択 2 単位が修得できる。なお希望者は 2年間に英語Ⅰ・Ⅱあわせて選

択 8単位まで修得できる。

1 年次の学生は「英語Ⅰ」の英語講読・LLの 2 種類の中から 1 種類を履修する。

2 年次の学生は「英語Ⅱ」の保育の英語を履修する。

1クラスの定員を英語Ⅰは45人までとし、英語Ⅱは30人までとする。

入学以前に「英検 2級以上」に合格し、既修得単位を認定された者は、既に「英

語Ⅰ」を修得したものとみなすことができる。

・英語の講義内容

〈英語Ⅰ〉

言葉も文化も考え方も違う人々がお互いの心を通わせ、理解し合うには、まず言

葉、特に英語を身につけることが大切である。すべての学生が英語によるコミュニ

英　　語　　Ⅱ

（保育の英語）

2

単位数

必修 1年次2年次選択
クラス編成

開講期
担　当　者科　目　名

英　　語　　Ⅰ

（英 語 講 読）

（ Ｌ　Ｌ　）

（英　会　話）

2

Ａ 1

Ａ 2

Ａ 3

Ｃ 1

Ｃ 2

Ｃ 3

Ｄ 1

Ｄ 2

Ｄ 3

Ｅ 1

Ｅ 2

通年

通年

閉　講

小　倉

小　倉

（ 1・2 年生）〈Ｄ　群〉

免許・資格

幼免
必修

保育士
必修

○ ○
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ケーションが出来るよう、生きた英語教育を行う。

（英語講読） 〔内容の正しい理解を目的としてテキストの精読、速読を中心

とするクラス。〕

（ L L ） 〔テープ及びビデオ教材による発音と聴取の基礎訓練を中心と

するクラス。〕

〈英語Ⅱ〉

保育の現場でのコミュニケーションに役立つ英語を総合的に学ぶ。特に外国人の

子供や保護者と関わる時に必要性が高いと思われる内容について学習する。また、

英語の童謡、童話についても触れたい。

時代の要請を考え、英語Ⅱを履修することが強く望まれる。

開講期 担当者科　目　名

体　　　　　育

体育実技保健コース

2 ◯ ◯

Ａ組

Ｂ組

Ｃ組

Ｄ組

全組

通　年

通　年

卒　業
単位数

免許・資格

必修 選択
幼免
必修

保育士
必修

備考
クラス

編　成

〈Ｅ　群〉 （ 1年生）

※体育の履修上の注意

①　実技と講義からなる。いずれも各々の所属するクラスで受講するものとする。

②　前期、後期をさらに前半と後半の 4 期に分け、その中の 1 期で講義を行い、

残りの 3期で実技を行う。

③　実技について

イ）病気療養中等、健康上の理由により通常の運動が不可能な場合は、保健

コース（運動軽減クラス）で履修することもできる。なお、保健コース

での履修を希望する者は、履修登録時に教務課に申し出ること。

ロ）服装等に関しては、オリエンテーションの中で指示する。

＊全体の履修上の注意

・遅刻は30分以内で、3 回につき 1 回の欠席扱いとする。
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教育職員免許状及び保育士資格について

保育科で取得できる免許状及び資格には、幼稚園教諭二種免許状と保育士資格が

ある。卒業に必要な取得単位は64単位であるが、保育科のカリキュラムは幼稚園教

諭二種免許状と保育士資格を取得することを前提に編成しているので、履修にあた

ってはこの免許状と資格の二種類を取得することが望ましい。なお、いずれにおい

ても短期大学士の学位（卒業と同時に取得）が基礎資格として必要となる。

（１） 本学において幼稚園教諭免許状と保育士資格を取得する場合
幼稚園教諭免許状と保育士資格を取得するための履修方法は下記の表の通りで

ある。下記の所要単位数には、卒業所要単位が含まれている。

Ａ　群

Ｂ　群 45単位以上

32単位

「保育者論」 2単位　必修

「保育相談の基礎」 2単位　必修

「発達心理学」 2単位　必修

「社会福祉援助技術」 2単位　必修

「児童福祉」 2単位　必修

「小児保健」 5単位　必修　　

「教育心理学」 2単位　必修

「小児栄養」 2単位　必修

「精神保健」 2単位　必修

「保育指導法」 2単位　必修

「総合演習」 2単位　必修

「保育実習Ⅰ」 5単位　必修

「教育実習Ⅱ」 5単位　必修

「保育実習論」 2単位　必修

「家族援助論」 2単位　必修

「障害児保育」 1単位　必修

「養護内容」 1単位　必修

「教育実習Ⅰ」 2単位　必修

「保育実習Ⅱ」、「保育実習Ⅲ」から1科目2単位必修
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Ｃ　群

Ｄ　群

Ｅ　群

合　計

6単位以上

2単位以上

2単位

87単位以上

「宗教学」 2単位　必修

「日本国憲法」 2単位　必修

「情報機器の操作」 2単位　必修

「英語Ⅰ」2単位　必修

「体育」2単位　必修

Ａ群

Ｂ群

Ｃ群

Ｄ群

ＢＣＤ群

Ｅ群

合計

17単位以上

6単位以上

2単位以上

5単位以上

2単位

64単位以上

「保育者論」 2単位　必修

「保育指導法」 2単位　必修

「保育相談の基礎」 2単位　必修

「教育実習Ⅰ」 2単位　必修

「教育実習Ⅱ」 5単位　必修

「総合演習」 2単位　必修

a：「発達心理学」、「教育心理学」、「乳幼児心理学」の 3 科

目の中から 1科目 2単位以上必修

「宗教学」 2単位　必修

「日本国憲法」 2単位　必修

「情報機器の操作」 2単位　必修

「英語Ⅰ」 2単位　必修

選択科目の中から 3科目 5単位以上必修

「体育」 2単位　必修

32単位

（２） 本学において幼稚園教諭免許状のみを取得する場合
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Ａ　群

Ｂ　群

Ｃ　群

Ｄ　群

ＣＤ群

Ｅ　群

合　計

32単位以上

2単位以上

2単位以上

2単位以上

2単位

72単位以上

「発達心理学」 2単位　必修

「社会福祉援助技術」 2単位　必修

「児童福祉」 2単位　必修

「小児保健」 5単位　必修　　

「教育心理学」 2単位　必修

「小児栄養」 2単位　必修

「精神保健」 2単位　必修

「家族援助論」 2単位　必修

「養護内容」 1単位　必修

「障害児保育」 1単位　必修

「保育実習論」 2単位　必修

「保育実習Ⅰ」 5単位　必修

「保育実習Ⅱ」、「保育実習Ⅲ」から 1科目 2単位必修

「総合演習」 2単位　必修

「宗教学」 2単位　必修

「英語Ⅰ」 2単位　必修

選択 1科目 2単位以上必修

「体育」 2単位　必修

32単位

（３） 本学において保育士資格のみを取得する場合

なお「児童福祉Ⅱ」「臨床心理学」「乳幼児心理学」「保育指導法」「ピアノ・声楽

Ⅰ」「ピアノ・声楽Ⅱ」「生活」「国語表現法」は保育士の選択必修科目として開設

されている。
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教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱ、保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについて

幼稚園教諭二種免許状を取得するには教育実習Ⅰ・教育実習Ⅱを、保育士資格を取

得するには、保育実習Ⅰ、及び保育実習Ⅱ又は保育実習Ⅲを履修しなければならない。

（１） 実習施設の種別・日数等

実習の種類

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

保育実習Ⅰ

保育実習Ⅱ

保育実習Ⅲ

幼稚園

（オリエンテーションを含む）

保育所（園）

入所・通所施設

乳児院、母子生活支援施設、児童養護施

設、知的障害児施設、盲ろうあ児施設、

肢体不自由児施設、重症心身障害児施設、

情緒障害児短期治療施設、児童自立支援

施設、知的障害者更生施設（入所）、知的

障害者授産施設（入所）

保育所（園）

入所施設、通所施設、児童厚生施設

2

5

5

2

2

（ ）
20

11

11

11

11

見学観察

参加実習

見学観察

参加実習

参加実習

参加実習

実 習 施 設 の 種 別 単　位　数 日数 内　容

事前事後指
導を含む　

（ ）事前事後指
導を含む　

（ ）事前事後指
導を含む

（２） 実習施設の決定
実習施設は、東京都・神奈川県など原則として大学周辺の公私立の幼稚園、保
育所、入所・通所施設等を大学で割りあてる。

（３） 実習についての注意
各実習とも、事前に担当教員並びに教務課から説明があるので十分その指示を

受けなければならない。また、各種書類等の記入や提出など、必要な事務手続き
を期限までに行うこと。これらの書類の提出がない場合は、実習に参加すること
ができない。

（４） 保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲについては、いずれかを選択する。
（５） 保育実習Ⅱ・保育実習Ⅲの履修にあたっては、保育実習論の履修が条件となる
ので、必ず履修すること。
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資料

幼稚園教諭二種免許状取得の基礎資格および本学における単位履修
（教育職員免許法および同法施行規則による）

基礎資格

学校教育法第百四条第三項に定める短期大学士の学位を有すること。

大学において修得することを必要とする最低単位数

●教科に関する科目　　 4単位以上
本学にて履修する科目

●教職に関する科目　27単位以上

音楽　　 2単位　生活　 2単位
ピアノ・声楽Ⅰ　 2単位
ピアノ・声楽Ⅱ　 2単位
図画工作　 2単位　幼児体育　 2単位
国語表現法　 2 単位

この 7科目より 2科目 4単位
以上修得
本学では音楽、図画工作、幼児体
育は必修となっている。

欄

第
2
欄

教職の意義
等に関する
科目

（１） 教職の意義及び教員の役
割

（２） 教員の職務内容（研修、
服務及び身分保障等を含
む。）

（３） 進路選択に資する各種の
機会の提供等

2 保育者論　　　　　 2

第
3
欄

教育の基礎
理論に関す
る科目

教育課程及
び指導法に
関する科目

（１） 教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想

（３） 教育に関する社会的、制
度的又は経営的事項

（２） 幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程
（障害のある幼児、児童
及び生徒の心身の発達及
び学習の過程を含む。）

（１） 教育課程の意義及び編成
の方法

（２） 保育内容の指導法

（３） 教育の方法及び技術（情報
機器及び教材の活用含む）

4

12

教育原理　　　　 2

教育心理学　　　 2
発達心理学　　 2
乳幼児心理学　　 2

3科目より
いずれか 1
科目 2単位

保育課程総論　　　 2

保育内容総論　　 2
保育内容研究 1 2
保育内容研究 2 2
保育内容研究 3 2
保育指導法　　　　 2

免　許　法　上　の　規　程 必　要
単位数 本学にて履修する科目と単位数

第
4
欄
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●教育職員免許法施行規則66条の 6に定める科目　 8単位

日本国憲法　 2単位　　体育　 2単位　　外国語コミュニケーション　 2単位

情報機器の操作　 2単位

本学にて履修する科目

日本国憲法　 2単位　　体育　 2単位

英語Ⅰ　 2単位　　情報機器の操作　 2単位

第
5
欄

第
6
欄

総合演習

教育実習

2

5

総合演習　　 2

教育実習Ⅰ　 2
教育実習Ⅱ 5

生徒指導、
教育相談及
び進路指導
等に関する
科目

（１） 幼児理解の理論及び方法
（２） 教育相談（カウンセリン

グに関する基礎的な知識
を含む。）の理論及び方法

2 保育相談の基礎　 2

第
4
欄
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資料

保育士養成教育課程による教科目と本学開講科目の対応表

厚生労働省が指定した保育士養成課程の教科目と、これに対応して本学で開講し

ている科目の一覧表である。どの教科がどのような目的で開設されているか参考に

してください。

教養科目 外国語、
体育以外の科目

外国語（演習）
体育（講義）

（演習）
小　　計

宗教学
哲学
環境倫理入門
倫理学
文学
社会学
法学
日本国憲法
歴史学
経済学
数学
化学
生活科学
心理学
コンピュータ概論
情報機器の操作
英語（演習）
体育

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

8 以上

6以上

2以上
1
1

10以上

区分 系　列 教　科　目 設置単位 本学開設科目 履修単位

必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

保育の本質・
目的の理解に
関する科目

保育の対象の
理解に関する
科目

社会福祉（講義）
社会福祉援助技術（演習）
児童福祉（講義）
保育原理（講義）
養護原理（講義）
教育原理（講義）
発達心理学（講義）
教育心理学（講義）
小児保健（講義・実習）
小児栄養（演習）
精神保健（講義）
家族援助論（講義）

社会福祉
社会福祉援助技術
児童福祉
保育原理
養護原理
教育原理
発達心理学
教育心理学
小児保健
小児栄養
精神保健
家族援助論

2
2
2
4
2
2
2
2
5
2
2
2

2
2
2
4
2
2
2
2
5
2
2
2

区分 系　列 教　科　目 設置単位 本学開設科目 履修単位
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必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

保育の内容・
方法の理解に
関する科目

基礎技能

保育実習
総合演習
小　計

保育内容（演習）

乳児保育（演習）
障害児保育（演習）
養護内容（演習）
基礎技能（演習）

保育実習（実習）
総合演習（演習）

保育内容総論
保育内容研究 1
保育内容研究 2
乳児保育
障害児保育
養護内容
音楽
幼児体育
保育実習Ⅰ
総合演習

2
2
2
2
1
1
2
2
5
2
50

6

2
1
1
4

5
2
50

選
　
　
択
　
　
必
　
　
修
　
　
科
　
　
目

各指定保育士
養成施設に
おいて設定

17以上

保育の本質・
目的の理解に
関する科目
保育の対象の
理解に関する
科目

保育の内容・
方法の理解に
関する科目

基礎技能

保育実習

小　計

保育実習Ⅱ（実習）
保育実習Ⅲ（実習）

2
2

19以上

児童福祉Ⅱ
保育原理Ⅱ
養護原理Ⅱ
乳幼児心理学　
臨床心理学　
青年心理学
小児保健Ⅱ
保育指導法
保育内容研究 3
保育実習論
保育研究
乳児保育Ⅱ
保育内容研究 4
保育内容研究 5
保育内容研究 6
保育内容研究 7
児童文化
家庭管理
図画工作
身体表現
ピアノ・声楽Ⅰ
ピアノ・声楽Ⅱ
生活
国語表現法
保育実習Ⅱ
保育実習Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

10以上

区分 系　列 教　科　目 設置単位 本学開設科目 履修単位





歯
科
衛
生
科

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

科 目 履 修 方 法

歯
科
衛
生
科

平
成
19
年
度
以
降
の
入
学
生

履修にあたっての注意

歯科衛生科の履修科目が平成19年度から変更になりました。これに

伴い、平成19年度以降の入学生からは新課程での履修、平成18年度以

前の入学生は旧課程での履修となり、履修すべき科目が異なります。

したがって、自分の該当ページを確認して、間違いのないように履

修してください。



【 歯科衛生科　】

卒業所要単位

卒業するためには 3 年以上在学し、下記の表により総計104単位以上を修得しな

ければならない。

基 礎 分 野

専門基礎分野

専 門 分 野

選択必修分野

単 位 合 計

区　分
卒 業 に 必 要 な 単 位

単位合計
必修単位

11

24

59

1

95

選択単位

3以上

6以上

9以上

14以上

24

59

7以上

104以上
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科学的思考の基盤
生 物 学
化 学
情 報 処 理 A
情 報 処 理 B

人間と人間生活の理解
宗 教 学
社 会 学
心 理 学
医 療 倫 理 学
人 生 と 職 業
国 語 表 現 法
英語Ⅰ（含む歯科英語）
英語Ⅱ（歯科英語）
中 国 語
体 育 Ⅰ
体 育 Ⅱ

人体の構造と機能
解 剖 学
組 織 ・ 発 生 学
解剖学・組織学実習

歯・口腔の構造と機能
口腔解剖学（歯の解剖学を含む）
口腔生理学（一般生理学を含む）
口腔生化学（一般生化学を含む）

疾病の成り立ちと回復過程の促進
病理学（口腔病理学を含む）
微生物学（口腔微生物学を含む）
薬理学（歯科薬理学を含む）

歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み
口 腔 衛 生 学
歯 科 衛 生 統 計
衛生行政・社会福祉
衛生学・公衆衛生学

歯科衛生士概論
歯 科 衛 生 士 概 論

臨床歯科医学
歯 科 臨 床 概 論
歯 科 保 存 学 Ⅰ
歯 科 保 存 学 Ⅱ
歯 科 補 綴 学
口 腔 外 科 学
小 児 歯 科 学
歯 科 矯 正 学
高齢者・障害者歯科学
歯 科 放 射 線 学

歯科予防処置論
歯科予防処置論Ⅰ
歯科予防処置論Ⅱ
歯科予防処置論Ⅲ
歯科予防処置論Ⅳ
歯科保健指導論
歯科保健指導論Ⅰ
歯科保健指導論Ⅱ
歯科保健指導論Ⅲ
歯科保健指導論Ⅳ
歯科保健指導論Ⅴ
栄 養 指 導 Ⅰ
栄 養 指 導 Ⅱ
歯科診療補助論
歯科診療補助論AⅠ
歯科診療補助論AⅡ
歯科診療補助論AⅢ
歯科診療補助論AⅣ
歯 科 診 療 補 助 論 B
臨地・臨床実習
歯 科 臨 床 実 習 Ⅰ
歯 科 臨 床 実 習 Ⅱ
歯 科 臨 床 実 習 Ⅲ
臨 地 実 習
総　　括
総 合 講 義
臨 床 医 学 概 論
精 神 衛 生 学
卒 業 研 究
ボ ラ ン テ ィ ア 論
環 境 学 概 論
看 護 学
保 健 行 動 学
コミュニケーション論
訪問介護員養成研修事業（2級）
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歯科衛生科履修科目一覧

基
　
　
　
　
礎
　
　
　
　
分
　
　
　
　
野

専
　
　
門
　
　
基
　
　
礎
　
　
分
　
　
野

専
　
　
門
　
　
分
　
　
野

1
1

2
2
2

2

1
1

1

2
2

2

2

2

1

2
2
1

2
2
2

2
2
2

2
1
2
2

2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
3

1
1
2
1
3
2
1
2
2
1
2

1
1
1

1
1
1

1
2
2

1
1
2
2

1

1
1
1
1
2
1
2
2
2

教　育　内　容
科　目　名

学年
単位数

必修 選択

専
　
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
　
分
　
　
　
　
　
　
　
野

選
択
必
修
分
野

2
1
2
2
1
2
2
3

2
3
2
1

1
1
1
1
1
1
1

2
2
2
1
2

6
6
4
4

4
1

1
1
2
3

1
1
1
2
3
1
1

1
1
2
3
2

2
3
2･3
2･3

3
2
3
3
2
1
3
3
2
2

教　育　内　容
科　目　名

学年
単位数

必修 選択

合計104単位以上

＊1は、平成22年度入学生用
＊2は、平成21年度以前の入学生用
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平成23年度　歯科衛生科開講科目及び担当者

生 物 学

化 学

情 報 処 理 A

宗 教 学
社 会 学
医 療 倫 理 学

英語Ⅰ（含む歯科英語）

体 育 Ⅰ

体育実技保健コース

心 理 学
国 語 表 現 法
英語Ⅱ（歯科英語）
中 国 語
体 育 Ⅱ

2

2

1

2
2
2

2

1

2
2
1
1
1

必

必

選

必
選
選

必

必

選
選
選
選
選

A組
B組
A組
B組
A
B
全組
全組
全組
F1
F2
F3
F4
A1組
A2組
B1組
B2組

A1・B1組
A2・B2組

全組
全組
全組
全組
全組

前期

前期

前期
後期
前期
前期
後期

通年

前期
後期
前期
後期
前期
後期

前期
前期
前期
前期
前期

後藤（仁）
後藤（仁）
吉　江
吉　江
岸　田
岸　田
矢　島
奥　村
関　根
小　倉
小　倉
森　田
森　田
秋　田
秋　田
秋　田
秋　田
秋　田
秋　田

末　岡
奥　村
閉　講
閉　講
閉　講

（基礎分野）

（基礎分野）

（ 1年生）

（ 2年生）

科　　　目 単位 必・選 クラス編成 開講期 担　当　者

科　　　目 単位 必・選 クラス編成 開講期 担　当　者

情 報 処 理 B

人 生 と 職 業

1

2

選

必

全組
A組
B組

後期

前期

宮　田
奥　村
奥　村

（基礎分野） （ 3年生）

科　　　目 単位 必・選 クラス編成 開講期 担　当　者
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※外国語履修上の注意
＜英語＞
卒業するためには、1 年次に英語Ⅰ（含歯科英語）必修 2 単位を修得しなければな

らない。1クラスの定員を45人までとする。
・英語の講義内容
＜英語Ⅰ（含む歯科英語）＞
前期は、すべての学生が広く教養を高め、英語を読み、書き、聞き、話す能力をバ

ランスよく修得し、英語によるコミュニケーションが出来るようにする。
後期は、歯科衛生の現場でのコミュニケーションに役立つ英語の基礎表現を学ぶ。

※体育の履修上の注意
①　実技と講義からなる。いずれも各々の所属するクラスで受講するものとする。
②　実技について
イ）病気療養中等、健康上の理由により通常の運動が不可能な場合は、保健コース
（運動軽減クラス）で履修することもできる。なお、保健コースでの履修を希
望する者は、履修登録時に教務課に申し出ること。

ロ）服装等に関しては、オリエンテーションの中で指示する。

※情報処理は履修人数を制限する。
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解 剖 学
組 織 ・ 発 生 学

解剖学・組織学実習

口腔解剖学（歯の解剖学を含む）
口腔生理学（一般生理学を含む）
口腔生化学（一般生化学を含む）
病理学（口腔病理学を含む）
口 腔 衛 生 学
歯 科 衛 生 統 計

2
2

1

2
2
2
2
2
1

必
必

必

必
必
必
必
必
必

全組
全組
A組
B組
全組
全組
全組
全組
全組
全組

前期
前期

前期

前期
前期
後期
後期
通年
後期

後藤（仁）
後藤（仁）

後藤（仁）・佐藤（秋）
後藤（仁）・佐藤（秋）

田中（倫）
田中（仁）
氏　家
新井（松）
的　場
吉田（好）

（専門基礎分野） （ 1年生）

科　　　目 単位 必・選 クラス編成 開講期 担　当　者

微生物学（口腔微生物学を含む）
薬理学（歯科薬理学を含む）

衛生行政・社会福祉

衛生学・公衆衛生学

2
1

2

2

必
必

必

必

全組
全組
A組
B組
全組

前期
前期

前期

前期

前　澤
前　澤

上田・尾u・網干・上原
上田・尾u・網干・上原

宮　田

（専門基礎分野） （ 2年生）

科　　　目 単位 必・選 クラス編成 開講期 担　当　者

歯 科 衛 生 士 概 論
歯 科 臨 床 概 論
歯 科 保 存 学 Ⅰ
歯 科 保 存 学 Ⅱ
歯 科 補 綴 学
小 児 歯 科 学

歯科予防処置論Ⅰ

歯科予防処置論Ⅱ

歯科保健指導論Ⅰ

歯科保健指導論Ⅱ

歯科保健指導論Ⅲ

栄 養 指 導 Ⅰ

栄 養 指 導 Ⅱ

2
1
1
1
1
1

2

3

1

1

1

1

1

必
必
必
必
必
必

必

必

必

必

必

必

必

全組
全組
全組
全組
全組
全組
A組
B組
A組
B組
全組
A組
B組
A組
B組
全組
A組
B組

前期
前期
前期
前期
後期
後期

前期

後期

前期

後期

後期

前期

後期

松　田
小澤（晶）
加藤（保）
渡辺（孝）
宮　田
志　村

松田・玉木
松田・玉木

松田・玉木・吉田（好）
松田・玉木・吉田（好）

小澤（晶）
小澤（晶）
小澤（晶）
松　田
松　田
志　村
志　村
志　村

（専門分野） （ 1年生）

科　　　目 単位 必・選 クラス編成 開講期 担　当　者
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歯科診療補助論AⅠ

歯科診療補助論AⅡ

2

2

必

必

A1組
A2組
B1組
B2組
A1組
A2組
B1組
B2組

前期

後期

新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）

口 腔 外 科 学
歯 科 矯 正 学

高齢者・障害者歯科学

歯 科 放 射 線 学

歯科予防処置論Ⅲ

歯科保健指導論Ⅳ

歯科診療補助論AⅢ

歯科診療補助論B

歯 科 臨 床 実 習 Ⅰ

歯 科 臨 床 実 習 Ⅲ

臨 地 実 習

1
1

1

1

2

1

2

2

6

4

4

必
必

必

必

必

必

必

必

必

必

必

全組
全組

全組

全組
A組
B組
A組
B組
A1組
A2組
B1組
B2組
A組
B組
A組
B組
A1組
B1組

A組

B組

前期
前期

前期

前期

前期

前期

前期

前期

後期

後期

後期

藤　原
戒　田

森戸・井出・菅・関田
小澤（正）・山本
五十嵐

松田・渡辺（孝）・玉木
松田・渡辺（孝）・吉田（好）
小澤（晶）・松田
松田・小澤（晶）

新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
玉木・吉田（好）・笹尾
玉木・吉田（好）・笹尾
朝田・宮田・渡辺（孝）・鈴木（丈）・山田（秀）
朝田・宮田・渡辺（孝）・鈴木（丈）・山田（秀）
新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
小澤（晶）・後藤（仁）・松田・
玉木・田中（宣）・吉田（好）
小澤（晶）・後藤（仁）・松田・
玉木・田中（宣）・吉田（好）

（専門分野） （ 2年生）

科　　　目 単位 必・選 クラス編成 開講期 担　当　者

歯科予防処置論Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの順で履修すること。
歯科保健指導論Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴの順で受講すること。
歯科診療補助論 AⅠ、AⅡ、AⅢ、AⅣの順で受講すること。
実習科目は所定日数の4分の3以上出席しなければならない。
遅刻は30分以内で、3回につき1日の欠席扱いとする。

1、歯科臨床実習Ⅰ・Ⅱは歯科予防処置論Ⅰ～Ⅲ、歯科保健指導論Ⅰ～Ⅳ、歯科診療補
助論AⅠ～Ⅲ、Bを履修した者でなければ履修できない。

2、臨地実習は歯科予防処置論Ⅰ～Ⅲ、歯科保健指導論Ⅰ～Ⅳ、歯科診療補助論Bを履修
した者でなければ履修できない。
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歯科予防処置論Ⅳ

歯科保健指導論Ⅴ

歯科診療補助論AⅣ

歯 科 臨 床 実 習 Ⅱ

歯 科 臨 床 実 習 Ⅲ

臨 地 実 習

総 合 講 義

1

1

1

6

4

4

4

必

必

必

必

必

必

必

A組
B組
全組
A組
B組
A組
B組
A組
B組
A2組
B2組

A組

B組

全組

後期

後期

後期

前期

前期

前期

後期

松　田
松　田

松田・玉木・吉田（好）
小澤（晶）・松田
松田・小澤（晶）

新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
朝田・宮田・渡辺（孝）・鈴木（丈）・山田（秀）
朝田・宮田・渡辺（孝）・鈴木（丈）・山田（秀）
新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
新井（松）・加藤（保）・志村・田中（宣）
小澤（晶）・後藤（仁）・松田・
玉木・田中（宣）・吉田（好）
小澤（晶）・後藤（仁）・松田・
玉木・田中（宣）・吉田（好）

後藤（仁）
新井（松）
加藤（保）
志　村
前　澤
宮　田
松　田
小澤（晶）
渡辺（孝）
玉　木
田中（宣）
吉田（好）

（専門分野） （ 3年生）

科　　　目 単位 必・選 クラス編成 開講期 担　当　者

3、歯科臨床実習Ⅰ～Ⅲ、臨地実習はクラスごとに開講学年が異なる。



精 神 衛 生 学

卒 業 研 究

看 護 学
保 健 行 動 学

2

1

1
2

選

選

選
選

全組

全組

全組
全組

後期

通年

後期
後期

前　澤
後藤（仁）
矢　島
新井（松）
加藤（保）
志　村
前　澤
宮　田
松　田
小澤（晶）
渡辺（孝）
奥　村
玉　木
白　井
中　村

（選択必修分野） （ 3年生）

科　　　目 単位 必・選 クラス編成 開講期 担　当　者
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環 境 学 概 論 2 選
A組
B組

後期
矢　島
森

（選択必修分野） （ 1年生）

科　　　目 単位 必・選 クラス編成 開講期 担　当　者

※訪問介護員養成研修事業（2級）は履修人数を制限する。

臨 床 医 学 概 論

ボ ラ ン テ ィ ア 論

コミュニケーション論

訪問介護員養成研修事業（2級）

1

2

2

3

必

選

選

選

全組
A
B
A組
B組

全組

前期

前期

前期

後期

福　岡
福　澤
福　澤
中　村
中　村

前澤・上田・押見・田家・佐藤（光）・菅・伊藤（浩）・白井・野田・
丸岡・ 永・後藤（洋）・大橋・鈴木（正）・戸田・田中（宣）・渡辺（潤）

（選択必修分野） （ 2年生）

科　　　目 単位 必・選 クラス編成 開講期 担　当　者





専
　
攻
　
科

専
　
攻
　
科

専　攻　科
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授業科目の履修について

ま え が き

所定の授業科目を適切な計画のもとに順序よく履修することは、大学生活の根幹

をなすものである。そのためには履修に関する十分な理解が必要である。以下、各

項目にわたって説明する。なお、学則の第15章（「学生生活」参照）を熟読するこ

と。

履 修 に 関 す る 注 意

（ａ）修了のために必要な授業科目及びその単位数に関する規定は、きわめて厳格

なものであって、 1単位の不足があっても修了できない。

（ｂ）授業科目の評価は、出席状況、試験・レポートなどの成績、及びその他の学

習作業の結果を総合して決められ、合格と判定された科目に対しては所定の単

位が与えられる。したがって、試験の成績が合格の程度に達していても、不合

格となることがある。

履 修 科 目 の 登 録

（ａ）授業を受けて単位を修得するためには、毎年度の始めにその年度の受講計画

を立てて、履修する授業科目を登録しなければならない。期日までに登録しな

かった場合には、その年度の履修が認められず、たとえ授業を受けても試験を

受ける資格がなく単位は与えられない。

したがって、登録を怠って 1 年間又は半年間を無駄にすることのないように

十分注意すること。

（ｂ）履修科目の登録は、指定された期間に必ず本人が行うものとする。登録期間

内に手続きできない場合は必ず事前に教務課まで申し出ること。

（ｃ）すでに単位を修得した科目を重ねて履修することはできない。

（ｄ）前年度までに修得すべき単位が残っている場合は、履修科目登録の前に担当

教員又は教務課の助言を受けること。
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（ｅ）履修科目の登録手順

1．履修科目登録の準備（年度始めの教務課オリエンテーションの説明による）

↓

2．web履修登録（履修科目登録日参照）

↓

3．履修科目登録の確認（「履修登録確認表」の受取）

↓

4．履修科目登録の変更・修正（履修登録変更期間内）

↓

履修科目登録完了

1 ．履修科目登録の準備

● 履修科目登録に必要な書類（履修要項、授業計画、授業時間割表、その他

プリント類）は入学式、教務課オリエンテーションにて配布するので、履

修科目登録日には必ず持参すること。

● 学生は履修科目登録日までに「履修要項」「授業計画」を熟読し、教務課オ

リエンテーションでの説明、指導により受講計画を立てておくこと。

2．web履修登録

● 履修科目登録は履修科目登録日に教務課の説明を聞いて、各自がweb上で登

録を行うこと。履修科目登録の方法については別紙を参照すること。

3．履修科目登録の確認

●「履修登録確認表」は指定された日時に教務課より受け取り、各自が誤り

がないか確認すること。

●「履修登録確認表」の確認を怠り、誤りをそのままにしておくと、たとえ

授業に出席していても、その科目の履修は無効となってしまうので注意す

ること。

4．履修科目登録の変更・修正

● 履修科目の変更、修正、追加、取消については、履修科目登録及び登録確

認終了後に設ける履修科目登録変更期間に受け付けを行う。変更、修正等

を希望する学生は、教務課で履修科目登録変更届に記入し、提出すること。

訂正後は必ず「履修登録確認表」を受け取り、確認すること。
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◎変更期間を含めた履修科目登録期間終了後の履修科目の変更、修正、追加、

取消等は一切認められない。

（ｆ）履修科目登録日

試験についての細則

学則第10条第 3項の規定で定める試験についての細則は次のとおりとする。

１　試　験

試験には、定期試験、授業内試験、追試験、特別試験、再試験がある。

（ａ）定期試験

前期及び後期の定期試験期間中に行う。試験の方法には筆記、レポート、

実技などがある。

（ｂ）授業内試験

授業内試験には、前期及び後期の授業内に行う試験と、保育科において定

期試験期間中に行われる授業内試験（以下、「定期試験相当の授業内試験」

という。）がある。定期試験相当の授業内試験は、授業内試験と同等の扱

いとする。試験の方法には筆記、レポート、実技などがある。

（ｃ）追試験

1 ．定期試験及び定期試験相当の授業内試験を欠席した者に対して行われる。

なお、追試験の受験手続きを怠った者、欠席をした者（忌引等のやむを得

ない事由による欠席は除く）は受験資格を失う。不合格となった場合は再

履修となる。

2 ．追試験の受験手続きは、次のとおりである。

ア　欠席した科目の試験日を含めて、原則として 7 日以内に所定の「試験

欠席届」と「相当の証明書」を教務課に提出しなければならない。ただ

し、欠席を証明する「相当の証明書」の提出の無い場合には、「追試験

の再試験扱い」となる。

専攻

保 育 専 攻

福 祉 専 攻

4 月 7 日（木）14時40分～16時10分

4 月 7 日（木）14時40分～16時10分

301

301

日　　　　　　　　時 場　　所
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イ　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法等を確認し、「試

験申込用紙」に必要事項を正確に記入し、受験料の証紙を貼付の上所定

の期間内に教務課に提出しなければならない。

ウ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

を提示しなければならない。

エ　受験料は 1 科目1,000円とする。

3 ．追試験は最高点を80点とする。

（ｄ）特別試験

1．追試験を受験する者のうち、定期試験及び定期試験相当の授業内試験を忌

引、就職試験、実習で欠席した者に対して行われる。なお、特別試験の受

験手続きを怠った者、欠席をした者（忌引等のやむをえない事由による欠

席は除く）は受験資格を失う。不合格となった場合は再履修となる。

2 ．特別試験の受験手続きは、次のとおりである。

ア　欠席した科目の試験日を含めて、原則として 7 日以内に所定の「試験欠

席届」と「相当の証明書」を教務課に提出しなければならない。

イ　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法等を確認し、「試

験申込用紙」に必要事項を正確に記入し、所定の期間内に教務課に提出

しなければならない。

ウ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

を提示しなければならない。

エ　受験料は無料である。

3 ．特別試験の成績は、減点されない。

（ｅ）再試験

1．期末において科目の総合成績が不合格になった者に対して行われる。ただ

し、追試験及び特別試験の不合格者は対象にならない。なお、再試験の受

験手続きを怠ったり、欠席をした者（忌引等のやむをえない事由による欠

席は除く）は受験資格を失う。不合格となった場合は再履修となる。

通年科目の前期の再試験は、原則として行われない。

2 ．再試験の受験手続きは、次のとおりである。

ア　成績発表後、試験時間割で試験実施の有無、試験方法等を確認し、「試

験申込用紙」に必要事項を正確に記入し、受験料の証紙を貼付の上所定
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の期間内に教務課に提出しなければならない。

イ　受験の際には、所定の日時、場所で受け取った「受験許可書」と学生証

を提示しなければならない。

ウ　受験料は 1 科目2,000円とする。

3 ．再試験に合格した場合の成績は、合格の最低点とする。

2 受験に関する注意

（ａ）次の場合には受験できない。

1．履修届に科目名が記入されていない場合

2．授業時間数の 3分の 2以上出席しなかった場合

3．授業料はじめ学納金等が納入されていない場合

4．試験場に20分以上遅刻した場合

（ｂ）試験場の注意

1．試験場では、監督者の指示に従わなければならない。

2．学籍番号順に着席しなければならない。また、着席後は私語を慎まなけれ

ばならない。

3 ．試験中は学生証を机上に置かなければならない。学生証を忘れた場合には、

教務課で「仮受験票」の交付を受け、机上に置かなければならない。

（手数料は1,000円とする）

4．筆記具及び許可された教科書以外は机上に出してはならない。また、携帯

電話、ポケットベル等は時計としての使用もできない。

5．試験時間終了まで退出してはならない。

（ｃ）不正行為について

筆記試験に不正行為があった場合は、ただちに受験が停止され、教授会の

議を経て当該科目を含む履修中の筆記試験を行う全ての科目について、単

位を認定しない。

（ｄ）追試験・特別試験・再試験を欠席する場合について

追試験・特別試験・再試験を忌引等やむをえない事由で欠席する場合には、

ただちに、教務課に申し出のうえ、指示を受け、「相当の証明書」を提出

すること。
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3 試験時間

定期試験時間は次のとおりとする。

第 1時限　　 9時20分～10時10分

第 2時限　　10時40分～11時30分

第 3時限　　13時20分～14時10分

第 4時限　　14時40分～15時30分

4 レポート提出に関する注意

レポートの作成ならびに提出については次のとおりである。

（ａ）提出の仕方

・レポートには、必ず科目名・担当者名・題目・学科・学年・組・学籍番号・

氏名を明記すること。

・複数枚になる場合には、ホチキスで綴じること。

・用紙・サイズなどは担当者の指示に従うこと。

（ｂ）提出場所

教務課または研究室等指定された場所に提出すること。

（ｃ）提出期日

定められた期日に提出すること。ただし、教務課へ提出する場合の提出時

間は平日 9時～16時、土曜日 9時～12時とする。

（ｄ）追試験・特別試験・再試験でレポートを提出する場合

レポート提出時に必ず受験許可書を提示すること。

成 績 の 評 価 と 通 知

（ａ）授業科目の成績は、出席状況、試験・レポート、実技・実習などの成績及

びその他の学習作業の結果を総合して評価される。

（ｂ）授業科目の成績は、優・良・可・不可をもって表し、優・良・可を合格と

する。

優　80点～100点

良　70点～79点

可　60点～69点

不可　59点以下
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（ｃ）通知

各科目の成績は定期試験終了後、所定の期間内に通知される。

単 位 の 認 定

授業科目を履修した者に対し、試験のうえ単位が与えられる。

ただし、その他必要な科目については、適切な方法により学修の成果を評価して

単位が与えられることがある。また単位が認定されるためには、授業時間数の 3分

の 2以上出席することが必要である。

修　　　　　　　　　了

本学専攻科に 1年以上在学し、修了に必要な所定の単位を修得した者については、

教授会の議を経て、学長が修了を認定し修了証書が授与される。

修了の時期は、学年の終了日とする。ただし、学則に定める在学期間 1年を超え

て在学し、前期の終了日までに修了に必要な要件を満たした場合には、教授会の議

を経てこれを前期の終了日とすることができる。なお、前期の終了日をもって修了

することを希望する者は、履修科目登録の際に教務課に申し出なければならない。

学 籍 番 号

各学生には、学籍番号が定められる。履修届、試験、諸証明書の申し込み、提出

物等は全て学籍番号で処理されるので、学籍番号は正確に記入しなければならない。

学籍番号の構造は次のとおりである。

23 4 8 1 01

：　　　 ：　　　　 ：　　　：　　　 ：　

入学年度　短期大学部　所属科　 専攻　 個人番号

〔 8 専攻科〕 〔 1 保育専攻、 2 福祉専攻〕

授 業 時 間

授業時間は次のとおりとする。

第 1時限　　 9時00分～10時30分

第 2時限　　10時40分～12時10分

第 3時限　　13時00分～14時30分
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第 4 時限　　14時40分～16時10分

第 5時限　　16時20分～17時50分

掲　　　　　　　　　示

教務に関する学生への通知は、すべて「教務課掲示板」に掲示する。登校下校の

際には必ず掲示板を見ること。

休　　　　　　　　　講

担当教員より連絡があり次第、「休講掲示板」にその旨を掲示する。始業時間よ

り30分以上経過しても連絡のない場合は、教務課に申し出て指示を受けること。

災害・事故等への対応

気象警報又は大規模地震の警戒宣言等が発令された場合、並びに自然災害や交通

ストライキによって交通機関の運行が停止した場合の授業・試験は、原則として以

下のとおり取り扱う。

1 ．暴風警報・大雪警報・暴風雪警報等の気象警報が発令された場合

（ 1 ）対象となる警報並びに条件

神奈川県下に「暴風警報・大雨警報・洪水警報」が同時に発令された場合

及び「大雪警報」「暴風雪警報」が発令された場合、次項（2）の基準を適用

する。

（ 2 ）授業・試験の実施基準

※　授業又は試験中に上記の事態が発生した場合は、学長の判断で措置を決

定し、掲示（鶴見大学ポータルシステム、大学ホームページへの掲載を

含む）や緊急放送等を以って速やかに通知しますので、これに従ってく

ださい。

【警報解除時刻】

午前 7 時までに警報が解除された場合

午前11時までに警報が解除された場合

午後 1 時までに警報が解除された場合

午後 1 時を過ぎても解除されない場合

【授業・試験の取扱】

平常どおり実施

1・2 時限目は休講・試験延期とし、
3 時限目から実施
1・2・3 時限目は休講・試験延期と
し、4 時限目から実施

全時限休講・試験延期
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2 ．自然災害や交通ストライキによって交通機関の運行が停止した場合

（ 1 ）対象となる交通機関

下記2線のいずれも不通となった場合のみ、次項（2）の基準を適用する。

JR 京浜東北線・根岸線（東京～大船間）

私鉄 京浜急行線　　　　（品川～三崎口間）

（ 2 ）授業・試験の実施基準

※　授業又は試験中に上記の事態が発生した場合は、学長の判断で措置を決

定し、掲示（鶴見大学ポータルシステム、大学ホームページへの掲載を

含む）や緊急放送等を以って速やかに通知しますので、これに従ってく

ださい。

3 ．大規模地震発生時の措置

授業は打ち切りとします。各自持物をまとめ、放送や教職員の指示により速やか

に避難する。避難場所は總持寺山門付近です。

【地震発生時の心得】

①　出入口のドアーを開ける。

②　窓ガラスから離れる。

③　机の下に身体を入れるか、丈夫な物に身を寄せる。

④　落下物に気をつけ頭部を守る。

⑤　あわてて外に飛び出さない。

⑥　本震は 1 分以内であるから、震動中は行動を起こさない。

⑦　火災発生の恐れがあるので、ただちに火を消し、ガス電気等のスイッチを

切る。

⑧　避難は指示により、避難順路に従い、特に階段は注意する。

⑨　エレベーターの使用は厳禁する。

⑩　手ぬぐい（タオル）を常備し、不安定な靴、サンダル等はなるべく避ける。

【運行開始時刻】

午前 7 時までに運行開始された場合

午前11時までに運行開始された場合

午後 1 時までに運行開始された場合

午後 1 時を過ぎても不通の場合

【授業・試験の取扱】

平常どおり実施

1・2 時限目は休講・試験延期とし、
3 時限目から実施
1・2・3 時限目は休講・試験延期と
し、4 時限目から実施

全時限休講・試験延期
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4 ．東海大地震等警戒宣言発令時の諸注意

すでに承知のとおり、東海大地震発生の危険性が報道されています。これに備え

て、地震発生が予知された場合には「大規模地震対策特別措置法」に基づき、地震

予知の警戒宣言が発令されることになりました。

この警戒宣言が発令された場合には、次の心がまえで行動してください。

（ 1 ）警戒宣言発令の伝達と授業・試験の取扱

発令の伝達　全館に放送で発令されたことを伝達する。

授業・試験　警戒宣言が発令された場合、次項（ 2 ）の基準を適用する。

授業又は試験中の場合は打ち切りとし、警戒宣言発令中は休

講とする。

（ 2 ）授業･試験の実施基準

（ 3 ）授業・試験打ち切り後の行動について

①　各教室で指示があるまで静かに待機する。実習・実技中の学生は更衣

し、所持品を持って本山三松関より山門に集合する。

②　ガス等火を使用している場合には完全に栓を閉め、火を消す。

③　各教室の出入口のドアーを開ける。

④　エレベーターの使用は厳禁する。

⑤　帰宅の指示があった場合には、勝手に行動しないで、係の指示に従う

こと。

⑥　交通機関の運行状況は、判明次第放送する予定。

⑦　交通機関の状況により帰宅できないものは、指示により次の場所に所

持品を持って集合する。

文学部・短期大学部……5－101教室

歯学部……………………大学記念館大学食堂

⑧　警戒宣言発令と同時に交通が停止する地域からの通学生は、平素から

【警戒宣言解除時刻】
午前 7 時までに警戒宣言が解除された
場合
午前11時までに警戒宣言が解除された
場合
午後 1 時までに警戒宣言が解除された
場合

午後 1 時を過ぎても解除されない場合

【授業・試験の取扱】

平常どおり実施

1・2 時限目は休講・試験延期とし、
3 時限目から実施
1・2・3 時限目は休講・試験延期と
し、4 時限目から実施

全時限休講・試験延期
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家族と相談のうえ、知人等臨時避難先を決めておき、帰宅できない場

合の住所を、事前から明確にしておくように心がけること。

5 ．防災訓練の実施

地震や火災等の災害はいつ起こるか分かりません。普段から地震への備えを行っ

ておきましょう。地震時の「地域防災拠点」や「広域避難場所」について等、鶴見

区の防災情報は鶴見区役所のホームページで確認しておいてください。また、「地

震発生時の心得」は学内だけでなく、学外においても役立ちます。熟知し、災害へ

の心構えをしっかり持つことが必要です。

本学では学内においての大規模地震発生とそれに起因して起こる火災発生を想定

して防災訓練を行っています。防災訓練は、毎年10月の第 3 木曜日 2 時限目に実施

しています。今年度は10月20日（木）です。在構中の学生は全員参加してください。

授 業 欠 席 届

授業を欠席した場合は 7 日以内に所定の「授業欠席届」に必要事項を記入し、担

当教員に提出する。なお、無届けで長期にわたり欠席した者、又は正当な理由がな

くて出席が常でない者に対しては、学則第14章第41条（「学生生活」参照）により

退学となることがある。

1．1週間以上にわたる欠席の場合には、教務課にも欠席届を提出する。ただし、

病欠は医師の診断書を添えること。

2 ．忌引は、次の各事項の期間内に限り欠席時数に算入されない。欠席届には、

保証人の証明書を添えること。

両親の場合　　　　　　　　　 7日以内

祖父母、兄弟、姉妹の場合　　 3日以内

学 籍 に 関 す る 異 動

休学、復学、退学を希望する場合には、学則第 8章第23条、第24条、第25条並び

に学生清規第15条（「学生生活」参照）により書類を提出しなければならない。

1 ．休学

本学所定の様式（「学生生活」参照）の休学願に、病気の場合は医師の診断書を

添えて、正保証人連署のうえ、学長に願い出る。休学願は教務課に提出すること。
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なお、休学を許可された者には、休学許可書を交付する。

2 ．復学

休学の事情が解消して復学しようとする場合には、本学所定の様式（「学生生活」

参照）の復学願に、病気休学の場合は医師の診断書を添えて、正保証人連署のうえ、

休学期間終了の 1カ月前までに学長に願い出る。復学願は教務課に提出すること。

なお、復学を許可された者には、復学許可書を交付する。復学後の事項については

必要に応じて連絡する。

3 ．退学

本学所定の様式（「学生生活」参照）の退学願に、正・副保証人連署のうえ、学

長に願い出る。退学願は教務課に提出し、学生証を返還すること。なお、退学を許

可された者には、退学許可書を交付する。

4 ．除籍

学費未納入の学生で督促を受けた後も必要な手続きを怠るなど正当な理由の認め

られない者に対しては、学則第 9章第30条（「学生生活」参照）により除籍する。

（注意）・提出書類はペン書きとする。

・正・副保証人印と学生本人の印が同一のものは正式書類として受け付け

ない。

身上に関する変更等

学生及び正・副保証人の住所・住居表示・電話番号の変更、正・副保証人の変更、

改姓が生じた場合には、学生清規第15条（「学生生活」参照）により書類を提出し

なければならない。

1 ．住所・住居表示・電話番号変更届

本学所定の様式（「学生生活」参照）の住所変更届・電話番号変更届に記入のう

え、学長に届け出る。変更届は教務課に提出し、住所・住居表示変更の場合は新た

に学生証の裏面シールの交付を受けること。

2 ．正・副保証人変更届

本学所定の様式（「学生生活」参照）の保証人変更届に記入のうえ、学長に届け

出る。変更届は教務課に提出すること。
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3．戸籍改姓届

本学所定の様式（「学生生活」参照）の戸籍改姓届に記入のうえ、学長に届け出

る。戸籍改姓届は戸籍抄本を添付して教務課に提出し、学生証の再交付申請を行う

こと。

そ 　 の 　 他

（ａ）問い合わせ

授業、試験、休講、行事予定等に関する電話での問い合わせにはいっさい

応じない。必要ある場合は掲示板又は教務課窓口で確認すること。

（ｂ）事務室（教務課）窓口受付時間

◎授業（補講含）実施期間

月曜日～金曜日　　 8 時50分～18時00分

土曜日　　　　　　 8 時50分～13時00分

◎上記以外の期間

月曜日～金曜日　　 8 時50分～16時50分

土曜日　　　　　　 8 時50分～13時00分

春、夏、冬の各休暇中等の窓口受付時間については変更することがある。

変更の場合には掲示で連絡するので掲示板で確認すること。

（ｃ）証明書の発行

教務課で発行する証明書については次のとおりである。

申し込みは、所定用紙に必要事項を記入し、手数料相当の証紙を貼付のう

え、申し込むこと。なお、英文の証明書、単位成績証明書に履修中の科目表

記が必要な場合は、教務課に申し出ること。

※英文による証明書は、同文

2 通目からは同日発行に限

り、すべて200円とする。

証明書の種類

単位成績証明書

単位修得証明書

修了（見込）証明書

介護福祉士資格登録見込証明書

在 学 証 明 書

在 籍 証 明 書

200円

200円

100円

100円

100円

100円

1000円

1000円

500円

500円

手　数　料
和　文 英　文
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注意事項

1 ）証明書交付の所要日数は、申し込みをしてから日祝祭日を除き 3日

以降とする。ただし、英文の証明書は 7日以降とする。

※ 7～11月および 3月は混雑するので掲示に注意し、余裕をもって

申し込むこと。

2）電話による証明書の申し込みは受け付けない。

3）証明書は、学生証を提示のうえ、本人が受け取ること。

4）在学生の証明書の郵送は原則として行わない。

5）証明書の有効期間は、発行日から 3ヵ月間とする。有効期間を過ぎ

た証明書は使用できない。

6）在学証明書の申込の際には、使用目的・提出先を明記すること。

（ｄ）健康診断

春の定期健康診断は必ず受けなければならない。

これを受けなければ、諸証明書の発行及び学外で実施する実習は認められ

ない。
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【 専攻科保育専攻　】

修了所要単位

修了するためには 1年以上在学し、下記の表により総計30単位以上を修得しなけ

ればならない。

区　　　　分 必　修　科　目

18 単　位 12単位以上

選　択　科　目

単　位　数

計 30単位以上
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平成23年度　専攻科保育専攻開講科目及び担当者

科　　目　　名 単 位 数
必修 選択 開講期 担　当　者 備　考

教 育 学 特 論

保 育 学 特 論

乳 幼 児 心 理 学 特 論

教 育 方 法 特 論

専 攻 科 実 習 2 前　期

通　年

通　年

前　期

2

4

2

保 育 演 習

専 攻 科 特 別 研 究

研 究 方 法 論

2

2

2

2

後　期

前　期

前　期

前　期

山　　室

山　　室

斎　　藤

神　　田

神　　田
松 本
比　　嘉
早　　川

神　　田
松 本
比　　嘉
早　　川

上　　田
山田（吉）
細　　川
神　　田
山　　室
井　　口
松　　本
斎　　藤
朴

比　　嘉
佐藤（英）
早　　川
大　　地
石　　賀

細　　川
神　　田
山　　室
井　　口
松　　本
斎　　藤
朴

佐藤（英）
石　　賀

教　職

教　職

教　職

教　職
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保育内容研究 3（表現）

幼 児 体 育 特 論

音 楽 特 論

身 体 表 現 特 論

国 語 特 論

図 画 工 作 特 論

児 童 文 学

仏 教 保 育 特 論

社 会 福 祉 特 論

児 童 福 祉 特 論

保 育 環 境 論

乳 児 保 育 特 論

科　　目　　名 単 位 数
必修 選択

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

開講期

後　期

後　期

前　期

前　期

後　期

前　期

後　期

後　期

前　期

前　期

前　期

後　期

担　当　者

大　　地
石　　賀
秋　　田

朴

井　　口

渡　　部

山田（吉）

石　　賀

山田（吉）

佐藤（達）

比　　嘉

上　　田

山　　崎

早 川

備　考

教　職

教　科

教　科

教　科

教　科

教　科

現 代 保 育 論

保 育 指 導 法 研 究

障 害 児 保 育 特 論

保育内容研究 1（言葉）

保育内容研究 2（健康）

2

2

2

2

2

前　期

前　期

後　期

前　期

後　期

t橋（貴）

横　　山

細　　川

松 本

鈴木（康）

教　職

教　職

教　職

教　職

教　職

※「学士（教育学）」・「幼稚園教諭一種免許状」を希望する学生は、上記に開講し

ている選択科目全17科目のうち教科の中から 1科目（ 2 単位）、保育内容研究 1、

2 、 3 、保育指導法研究の中から 2科目（ 4 単位）を必修とする。その上でさら

になるべく多くの科目を履修することが望ましい。（詳細は担当教員に確認のこ

と）
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「学士（教育学）」の学位及び教育職員免許状について

1．「学士（教育学）」の学位を希望する場合の履修方法

基礎資格（学則第15章第49条）の中で、修了年限 2年の短期大学及び高等専門

学校を卒業した者は、 2年以上にわたり62単位以上の単位修得が必要である。

62単位のうち専門科目40単位以上、専門関連科目 4単位以上でなければならない。

（修業年数 3 年の短期大学を卒業した者及び大学に2年以上在学し、62単位以上

を修得した者に関しては、別に指導する。）

※申請の方法

専攻科での単位修得後、鶴見大学文学部等で修得した単位と専攻科特別研究

で作成したレポートを基にした「学修成果のレポート」を学位授与機構に提出

する。その結果、審査及び試験に合格した者に「学士（教育学）」の学位が授

与される。

（学位の申請受付は年 2 回である。本科を卒業してすぐに専攻科に入学した

場合、最も早い申請時期は、専攻科入学後 2 年を経過した後の 4 月である。た

だし、変更の可能性もあるので確認のこと）

詳細については、大学評価・学位授与機構から資料を入手して確認すること。

http://www.niad.ac.jp

2 ．幼稚園教諭一種免許状を希望する場合の履修方法

学位取得後、各都道府県の教育委員会に申請しなければならない。

幼稚園教諭二種免許状を取得している場合には、教育職員免許法第 5条別表第

一に定める教科に関する科目 2単位と教職に関する科目 8単位、その他に教科又

は教職に関する科目どちらでもよいので、更に10単位が必要である。

本学専攻科は、幼稚園教諭一種免許状授与のための認定を受けているので、こ

れら合計20単位は、本学専攻科ですべて履修することができる。
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専攻科実習について

本学専攻科では、実践する力を育成し実践について考察する力を高めるために、

「専攻科実習」を必修科目としている。

自らの進路と研究テーマとを踏まえて、幼稚園、保育所、施設（入所施設）の

いずれかを選択し、課題意識をしっかりともった実習ができるようにすることが

必要である。

なお、実習の事前指導の中で課題の選択の方法についての指導を行い、事後指

導の中では実践についての考察をレポートにまとめ、発表を行う予定である。

実習期間は、原則として5月下旬から7月中旬、週1回（木曜日）6日間とする。

（１） 実習施設の種別

1、幼　稚　園

2、保育所（園）

3、入所施設

乳児院、母子生活支援施設、児童養護施設、知的障

害児施設、知的障害児通園施設、自閉症児施設、盲

ろうあ児施設、難聴幼児通園施設、肢体不自由児施

設、肢体不自由児通園施設、肢体不自由児療護施設、

重症心身障害児施設、情緒障害児短期治療施設、児

童自立支援施設、知的障害者更生施設、知的障害者

授産施設、知的障害者小規模通所授産施設

（２） 実習先の決定と留意点

担当教員の指導により、学生が実習先を決定する。実施にあたり、事前に担当

教員の説明があるので十分その指示を受けて実習に望むこと。
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【 専攻科福祉専攻　】

修了所要単位

修了するためには 1年以上在学し、下記の表により必修51単位を修得しなければ

ならない。

区　　　　分 必　修　科　目

51単位単　位　数

計 51単位
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平成23年度　専攻科福祉専攻開講科目及び担当者

人 間 と 社 会

介 護 福 祉 概 論（ 1 ）

介 護 福 祉 概 論（ 2 ）

介 護 福 祉 概 論（ 3 ）

介 護 福 祉 概 論（ 4 ）
介 護 福 祉 概 論（ 5 ）
コミュニケーション論（1）
コミュニケーション論（2）
生 活 支 援 技 術（ 1 ）
生 活 支 援 技 術（ 2 ）
生 活 支 援 技 術（ 3 ）
生 活 支 援 技 術（ 4 ）
生 活 支 援 技 術（ 5 ）

生 活 支 援 技 術（ 6 ）

家 政 学 概 論

家 政 学 実 習

介 護 過 程 （ 1 ）

介 護 過 程 （ 2 ）

介 護 過 程 （ 3 ）

介 護 総 合 演 習

介 護 実 習 Ⅰ

介 護 実 習 Ⅱ

老 年 期 概 論
高 齢 者 の 心 理
認 知 症 の 理 解（ 1 ）
認 知 症 の 理 解（ 2 ）
障 害 の 理 解
障 害 者 の 心 理
こころとからだのしくみ（1）
こころとからだのしくみ（2）

15

180

60

300

150

60

210

30

60

30

60

講義

講義

講義

講義

講義
講義
講義
演習
演習
演習
演習
演習
演習

演習

講義

実習

講義

演習

演習

演習

実習

実習

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義

必修　2

必修　3

必修　3

必修　2

必修　2
必修　2
必修　2
必修　1
必修　1
必修　1
必修　1
必修　1
必修　1

必修　1

必修　2

必修　2

必修　2

必修　2

必修　2

必修　2

必修　1

必修　3

必修　1
必修　1
必修　2
必修　2
必修　1
必修　1
必修　2
必修　2

30

45

45

30

30
30
30
30
30
30
30
30
30

30

30

90

30

60

60

60

45

165

15
15
30
30
15
15
30
30

通年

前期

前期

後期

後期
後期
前期
通年
前期
前期
通年
後期
後期

前期

前期

後期

前期

通年

通年

通年

前期

後期

前期
前期
前期
前期
通年
前期
前期
後期

上　田

白　井
田　家
戸　田
鈴木（正）
長　島
田　家
上　田
田　家
田　家
加藤（美）
坂　田
戸　田
白　井
田　家
明　比
江　村
深　海
後藤（洋）
田中（優）
丸　岡
後藤（洋）
田中（優）
丸　岡
新井（恵）
白　井
田　家
田　家
大　橋
戸　田
白　井
田　家
白　井
田　家
大　橋
坂　田
白　井
田　家
大　橋
坂　田
白　井
稲　垣
新井（恵）
戸　田
白　井
細　川
前　澤
白　井

社 会 の 理 解

介 護 の 基 本

コミュニケーション技術

生 活 支 援 技 術

介 護 過 程

介 護 総 合 演 習

介 護 実 習

発達と老化の理解

認 知 症 の 理 解

障 害 の 理 解

こころとからだの
し く み

教　育　内　容 科　　　　　目 指定規則
時間数

授業
形態 単位数 本学開講

時間数 開講期 担当者 備　考領　域

人間と
社　会

介　護

こころと
からだの
し く み

視覚障害
視覚障害
聴覚障害

ケア研究
会を含む
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本学専攻科福祉専攻のカリキュラム編成上の特色は、既に児童福祉の基礎及び専門的学習と
実習を終え、保育士資格を取得した者に更に 1 年間で介護福祉士資格を取得するコースである。
本学での 1 年間の勉学で、既に乳幼児に対する勉学を終えた基礎の上で、高齢者福祉の実務
を学習するものである。

○介護福祉士資格とは

介護福祉士資格は、「社会福祉士及び介護福祉士法」による国家資格で、介護や福祉に係
わる専門的な知識と技術を提供することで、身体上、または精神上の障がいがあることに
より、日常生活を営む上で支障がある人々に対して、その入浴や排泄、食事、その他の介
護を行うとともに、本人やその介護者に対して、介護に関する指導を業とする専門職です。
具体的には、寝たきりや認知症高齢者、身体障がい者、そしてその家族を対象に、移動、

入浴、食事、排泄、着替えなどの身体介護や家事援助、また、病気の初期症状の観察、与
薬、水分補給、通院の付添い、医療機関への連絡、緊急時の対応などの健康管理、家族、
友人、知人、近隣の人々などの対人関係の調整・促進、電話の代行、外出の介助、余暇活
動の企画と参加などの社会活動、さらには介護計画や記録、家族に対する介護指導や助言
などを行います。
将来的には介護支援専門員（ケアマネジャー）資格取得の途も開かれています。

人間と社会 こころとからだ 
のしくみ  

バックアップ バックアップ 

介　　護 

「介護」に必要な周辺知識 
を「人間と社会」「こころと 
からだのしくみ」で学ぶ 

「その人らしい生活」を 
支えるために必要な介護 
福祉士としての専門的技 
術・知識を「介護」で学ぶ 

○ 3 つの領域の関係
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領　域

人間と
社 会

こころと
からだの
し く み

科　　　目 内　　　　　　　　容

人間と社会

介護福祉概論（1）

介護福祉概論（2）

介護福祉概論（3）

介護福祉概論（4）

介護福祉概論（5）

コミュニケーション論（1）

コミュニケーション論（2）

生活支援技術（1）

生活支援技術（2）

生活支援技術（3）

生活支援技術（4）

生活支援技術（5）

生活支援技術（6）

家政学概論

家政学実習

介護過程（1）

介護過程（2）

介護過程（3）

介護総合演習

介護実習Ⅰ

介護実習Ⅱ

老年期概論

高齢者の心理

認知症の理解（1）

認知症の理解（2）

障害の理解

障害者の心理

こころとからだのしくみ（1）

こころとからだのしくみ（2）

人間の生活と社会との関わり・社会保障制度など

介護概論・介護の定義歴史など

介護概論・実態、場に応じた介護

リハビリテーション論

介護に必要な倫理など

高齢者福祉論

基礎理論

技法の実際

介護の基本技術

自立に向けた介護の技術

アクティビティケア

内部障害者への介護

身体・知的障害者への介護

視聴覚障害者への介護

衣食住の理論

衣服・調理・住居の学内実習

介護過程の基礎理論

介護過程展開の実際（基本）

介護過程展開の実際（障害別）

実習前後の指導・ケア研含む

介護福祉士の役割理解・様々な生活の場における個別ケア

介護過程の展開

老化の理解

老化に関する心理の変化

認知症に関する基礎知識

認知症の人に対する介護の実際

障害を持つ人の理解

障害を持つ人の心理の理解

人体の構造・機能

介護技術の根拠となる身体の構造・機能や心理の理解

介　護

○科目の内容
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介護実習の目標と内容

○実習全体の到達目標

講義や演習、実技で学んだことを実践の場で確認し、介護福祉士として基本知識に

裏づけされた実践ができることを目標とする。

○各実習のねらい

介護実習Ⅰ：個々の生活のリズムや個性を理解するという視点から様々な生活の場

において個別ケアを理解し、利用者・家族とのコミュニケーションの実践、介護技術

の確認、他職種協働や関係機関との連携を通じてチームの一員としての介護福祉士の

役割について理解する。

介護実習Ⅱ：個別ケアを行うために個々の生活リズムや個性を理解し、生活者課題

を明確し、利用者ごとの介護計画の作成、実施後の評価やこれを踏まえた計画の修正

といった介護過程を展開し、他科目で学習した知識や技術を総合して、具体的な介護

サービスの提供となる実践力を習得する。

○実習の具体的展開

介護実習Ⅰ（45時間）

施設実習 1 5 日（35時間） 5 月

介護の基本、コミュニケーション、多様なサービスについて実践的に学習する。

訪問介護実習　 2 日（10時間） 9 月

在宅での暮らし、多様なサービス、訪問介護員等の業務の理解。

介護実習Ⅱ（165時間）

施設実習 2 10日（70時間） 8 月下旬～ 9 月

介護技術の習得、チームケアの理解、介護過程の展開などを実践で学習する。

施設実習 3 15日（95時間） 11月

介護技術の習得、チームケアの理解、変則勤務の仕事、介護過程の展開などを実

践で学習する。
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校　舎　配　置　図

・
 

記念館 

豊岡商店街 

総持学園案内板 

自転車駐輪場 

１号館 

曹洞宗 
大本山總持寺 

向唐
門 

京浜急行 

JR京浜東北線 

京急鶴見 
 JR鶴見 

至川崎 

東台交番 

至横浜 

２
号
館 

ビオトープ 
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教　室　配　置　図

　応　接　室 

掲
示
板 

（マルチメディア教育センター） 

マルチメディア 
パフォーマンスルーム 

総合情報教育設備 
LAN施設Ⅱ 

総合情報教育設備 
LAN施設Ⅲ 

情報リテラシー 
教育装置ネット 
ワーク教室2

マルチメディア 
コミュニケーションルーム 

4号館連絡通路 

多目的W・C

2 階

3 階

警備受付 
  

（短期大学部） 

教務課 

入試センター 

非常勤講師室 

学生用 
PCコーナー 

AED

売店（Ⅰ） 
（西田書店） 

文・短 
庶務課 

会議室 

池 

階段 

学生 
ラウンジ 

掲示板 

掲
示
板
 

証
紙
券
売
機
①
 

地下1階

1 階

1 号　館
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視聴覚 
器材室 

ナー室 

マルチメディア 
コンピュータルーム 2

マルチメディア 
コンピュータルーム 1

（マルチメディア 
　教育センター） 

視聴覚器材室 

情報教育用 
LAN設備教室 

掲
示
板 

情報リテラシー 
教育装置 
教材準備室 

掲
示
板 

総合情報教育設備 
LAN施設Ⅰ 

屋上広場 

屋　上4 階

5 階
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　 基礎実習室３ 
保
存
Ⅰ
第
５
研 

歯
科
理
工
実
習 

準
備
室
２ 

有
床
義
歯 

補
綴
研
究
室 

歯
科
理
工
実
習 

準
備
室
１ 

歯
科
矯
正
第
５
研 

第10講堂 
歯　科 
麻　酔 
研究室 

歯　科 
麻　酔 
第３研 

歯　科 
麻　酔 
第１研 

歯　科 
麻　酔 
第２研 歯   科 

麻   酔 
教授室    

ハイテクリサーチセンター 
（歯学部顎機能研究センター第１） 石膏・ 

コンピュ 
ータ室 

病院棟連絡通路 

合
同 

  

準
備
室
２ 

基礎実習室２ 

基礎実習室１ 

示説室２ 石膏・重合実習室 

補綴準備室 

合
同
準
備
室
１ 

示説室１ 

非
常
勤
講
師
室 

応
接
室 

応
接
室 

口腔顎顔面 
      外科（口顎外）� 

第５研 

口腔顎顔面 
放射線 
画像診断 
（口腔画像） 
第４研 

口腔顎顔面 
放射線 
画像診断 
（口腔画像） 
第３研 

口腔顎顔面 
放射線 
画像診断 
（口腔画像） 
第２研 

口腔顎顔面放射線 
　画像診断（口腔画像） 

第１研 
口腔顎顔面放射線 

　画像診断（口腔画像） 
教授室 

口腔顎 
顔面外科 
（口顎外） 
第３研 

口腔顎 
顔面外科 
（口顎外） 
第４研 

口腔顎 
顔面外科 
（口顎外） 
教授室 

口腔顎顔面 
   外科（口顎外） 

第２研 証紙券売機② 

口腔内科 
（口内科） 
第１研 

口腔内科 
（口内科） 
教授室 

歯学部事務室 
（教務課・庶務課） 

歯科理工材料試験室 

 

口
腔
内
科（
口
内
科
） 

第
８
研 

口
腔
内
科（
口
内
科
） 

第
７
研 

口腔内科 
（口内科） 
第６研 

口
腔
内
科（
口
内
科
） 

研
究
室 

ク
ラ
ウ
ン
ブ
リ
ッ
ジ 

補
綴
第
３
研 

ク
ラ
ウ
ン
ブ
リ
ッ
ジ 

補
綴
第
４
研 

 

2 号　館
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捕
綴
図
書
室 

病
理
第
６
研 

法
医
歯
学 

研

究

室

 

内
科
研
究
室 

高
齢
者
歯
科 

第

４

研 

教
育
セ
ン
タ
ー 

高
齢
者
歯
科 

教

授

室

 

口
腔
解
剖 

第
７
研 

口
腔
解
剖 

第
５
研 

口
腔
解
剖 

教
授
室 

解
剖 

第
９
研 

顕微鏡実習室１ 解剖実習室 地域歯科保健 
（地域歯保）第３研 

（
解
剖
・
組
織
） 

解
剖
・
組
織
細
胞 

第
10
研 

研
究
室

 

（解剖・組織） 
解剖・組織細胞 
第３研 

（解剖・組織） 
解剖・組織細胞 
第４研 

（
解
剖
・
組
織
） 

解
剖
・
組
織
細
胞 

第
８
研 

（解剖・組織） 
解剖・組織細胞 

教授室 

歯
科
理
工 

第
４
研 

歯科理工 
第３研 

歯
科
理
工 

第
１
研 

歯
科
理
工 

教
授
室 

歯科矯正 
第４研 

歯
科
理
工 

第
２
研 

教務員控室 

探
索
寄
附
講
座 

地
域
歯
科
保
健 

（
地
域
歯
健
）研
究
室 

地
域
歯
科
保
健 

（
地
域
歯
健
）教
授
室 

歯
科
矯
正
教
授
室 

歯
科
矯
正
第
１
研 

歯
科
矯
正
第
２
研 

歯
科
矯
正
第
３
研 

ク
ラ
ウ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
補
綴 

（
ク
ラ
ブ
リ
）
第
１
研 

クラウンブリッジ補綴 
（クラブリ） クラウンブリッジ補綴 

（クラブリ）第５研 
ク
ラ
ウ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
補
綴 

（
ク
ラ
ブ
リ
）
第
２
研 

補
　
綴
　
Ⅰ 

教
　
授
　
室 

有床義歯 
補　綴 
第２研 

有床義歯 
補　綴 
第３研 

有
床
義
歯
補
綴 

第
５
研 

有
床
義
歯
補
綴 

第
４
研 

保存修復 
第４研 

保
存
修
復 

第
３
研 

歯
周
・
歯
内
治
療 

第
３
研 

歯周・ 
歯内治療 

歯周・ 
歯内治療 

歯
周
・
歯
内
治
療 

第
２
研 

歯
周
・
歯
内
治
療 

第
１
研 

歯
周
・
歯
内
治
療 

第
６
研 

歯
周
・
歯
内
治
療 

第
５
研 

歯
周
・
歯
内
治
療 

第
４
研 

歯
周
・
歯
内
治
療 

教
授
室 

保
存
修
復 

教
授
室 

保
存
修
復 

第
１
研 

保
存
修
復 

第
２
研 
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教
材 

作
成
室 

 

薬　理 
第４研 

薬　理 
第３研 

薬　理 
第５研 

薬　理 
第２研 

分子生化学 
準備室 

薬　理 
第１研 

生　理 
第５研 生物実習 

準備室 

物
理
教
授
室 

化
学
研
究
室 

薬　理 
研究室 

生　理 
教授室 

生　理 
第３研 

生　理 
第２研 

生　理 
第１研 

分子生化学 
第２研 

分子生化学 
第１研 

分子生化学 
第３研 

分子生化学 
教授室 

感染動物実験室 

クリーン 
ルーム 

暗室 

洗浄室 

ハイテクリサーチセンター 

機　械　室 

体育研究室 国際交流 
センター 

教務員控室 

生物研究室 

動物飼育 
装置室 

口腔微生物学 
洗浄室 

口腔微生物学 
第４研 

口腔 
微生物学 
冷蔵庫収納室 

口腔微生物学 
医　局 

無菌室 

口腔微生物学 
第1研 

暗室 

低温庫 

口腔微生物学 
第３研 

口腔微生物学 
第２研 

口腔微生物学 
教授室 

顕
微
鏡
実
習
室
２ 

準
備
室 

ボ
イ
ラ
ー
室 

ポ
ン
プ 

室 

顕
微
鏡
実
習
室
２
入
口 

記念館・図書館 
連絡通路 

生
化
学
・
化
学
実
習
室 

生理・薬理実習室 

談
話
室 

探索歯学研究室 

AED

生　理 
第４研 

3 号　館
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家政実習室 

AED

図画工作実習室 

ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム 

多
目
的
Ｗ
・
Ｃ 

入浴実習室 

和室 

 介護実習室 
粘土 
工作室 

準備室 2

準備室 1

教員 
控室 

学生相談室 

1号館連絡通路 

福
祉
専
攻 

e-マルチメディア 
教育システム 

※2教室で一式 

マルチメディア 
実習教育システム 

マルチメディア 
実習教育システム 

マルチメディア 
実習教育システム 

マルチメディア 
実習教育システム 

4 号　館
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入口 

多
目
的
Ｗ
・
Ｃ 

レ
パ
ス
ト
売
店 

情報リテラシー 
教育装置ネット 
ワーク教室１ 

A 
E 
D

5 号　館
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印
刷
室 

印
刷
室 

玄関 

玄関 

地下1階 

大学院 
文化財学 
専攻院生 
控室 

 

学生用 
PCコーナー 

文学部研究室 

大学院 
日本文学専攻 
院生控室 
 

文学部研究室 

英 語 英 米 
文　学　科 
合同研究室 
 

保　育　科 
実習指導室 

大学院 
英米文学 
専攻院生 
控室 

ドキュメンテーション学科演習室 

（6-223） 

短期大学部研究室 文学部研究室 

文学部研究室 

ドキュメンテ 
ーション学科 

短期大学部研究室 文学部研究室 

多目的Ｗ・Ｃ 

AED

6 号　館
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広報課 
受　付 

受付 

学生用 
PCコーナー 多目的Ｗ・Ｃ 

多目的Ｗ・Ｃ 

センタープラザ 

第三会議室 

OA研修室 

LL研修室 
第一 
会議室 

第二会議室 研修室 
201

研修室 
202

研修室 
203

研修室 
204

AED

大 学 会 館
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大学記念館

就職課 学
生
厚
生
部 

掲
示
板 

拾
得
物
展
示
ケ
ー
ス 

学生課 

学生ラウンジ 

非常口 

就職情報コーナー 

学生用PCコーナー 

コピー機 

学生用展示スペース 

談話室 
先制医療 
研究センター 
準備室 

OAルーム 

廊下 

映写室 

応接室1 応接室2

EV

女子 
W・C

男子 
W・C

EV

廊下 

女子 
W・C

男子 
W・C

多目的W・C

ホワイエ 

ホール 
入口 

ホール 
受付 

EV

舞台 

ホワイエ 

控室 
3

控室 
2

控室 
1

荷解室 

搬入口 

応接室 

女子 
W・C

男子 
W・C

女子W・C

男子W・C

地下1階 

地下2階 

地下3階 

吹抜 

記念ホール上部 

吹抜 

舞台 

吹抜 

客
席 

客
席 

記念ホール上部 
吹抜 

記念ホール 

2・3号館・病院棟へ 

掲示板 

★
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト 

　
コ
ー
ナ
ー 

課外活動用 
メールボックス 
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EV

屋上広場 

EV

女子 
W・C

男子 
W・C

準備室 セミナー室 
3-3

セミナー室 
3-4

セミナー室 
3-2

セミナー室 
3-1

第3講堂 第4講堂 

EV

女子 
W・C

男子 
W・C

準備室 セミナー室 
2-3

セミナー室 
2-4

セミナー室 
2-2

セミナー室 
2-1

第1講堂 第2講堂 

屋上 

1階 

3階 

2階 

3号館連絡通路 

5階へ 

図書館入口 
図書館入口 

EV

女子 
W・C

大学食堂 

受付 

特別室1

特別室2

特別室3

厨房 

エントランス 
ホール 

男子 
W・C

1号館入口 

記念館 
入口 

AED
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人文社会科学系 人文社会科学系 

玄関 

集密書庫 
視聴覚コーナー 

個人ブース 

多目的W・C
 

教
員
閲
覧
席 

インターネット 
PCコーナー 

新　書 

キャリア支援コーナー 
指定図書コーナー 
データベースコーナー 

インターネット 
PCコーナー 

閉架保管庫 

記念館・3号館へ 図書館入口 

AED

図　書　館
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自然科学系辞典類 

自然科学系辞典類 

インターネット 
PCコーナー 

絵本コーナー 

（個人机） 
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看護師室 

大会議室 

口
腔
顎
顔
面 

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
科 

医
局 

PS PS

小会議室 
1

小会議室 
2

小会議室 
3

多
目
的
Ｗ
・
Ｃ 

ロッカー室 

附 属 病 院
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C T 室 

相談室 
診療室 

機　能 
検査室 

歯 科 用 
 C  T  室 

歯科麻酔科診察室 

眼科診療室 

眼科 
検査室 

（
総
合
受
付
） 

（
画
像
検
査
室
） 

口腔顎顔面 
インプラント 
科診療室 

前 

資
料
室 

後 

技
工
室 

倉庫 

カメラ 
コーナー 

専門 
外来 
診療室 
Ａ 

専門 
外来 
診療室 
Ｂ 

専門 
外来 
診療室 
Ｃ 

専門外来 
診療室Ｄ 

専門外来 
診療室Ｅ 

受
付 

病理診断科 
専門外来 
診療室F

中央検査室 

内科教授室 

コンピュータ室 

眼科准教授室 

眼科医局 

卒煙・いびき 
外来診療室 

応接室 
病診連携室 

受
付 

自販機 

内科診療室 
循環器科診療室 

受付 

AED

AED
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研修医技工室 研修医控室 

学生 
石膏重合室 

高齢者歯科診療室 

予
備
室 

高
齢
者
歯
科
医
局 

障害者歯科 
診療室 

処置室 

細菌 
培養室 

相談室 

ポ
ー
セ
レ
ン
室 

受
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

総
合
歯
科
２ 

総
合
歯
科
１ 

学生用 
PCコーナー 

学生控室 

障害者 
歯科医局 

B

学生用 
PCコーナー 

キッズ 
ルーム 

2
号
館
連
絡
通
路 

口腔保健科 

保存医局 

AED

AED
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中央外来 
手術室3

中央外来 
手術室 
1

中央外来 
手術室 
2

回
復
室 

教
授
室 

機
材
室 

機
材
室 

更
衣
室 

更
衣
室 

総合歯科2 
医局 

AED

準
備
室 

配
膳
室 

倉
庫 

看護 
部長室 
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第２研究棟
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実習準備室 

マウス室（2） ラット室 

ストック室 

マウス室（1） 

埋蔵文化財実習場 

実験室 

動　物　舎

文化財学科実習棟（荒立）
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受
付 

玄関 

保健センター 

茶
室 

1号館へ 

警備室 

教員控室 

体育研究室 

AED

体　育　館
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（女子） （男子） 

ランニングエリア 

ランニングエリア 

AED

保健センター
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